Go office) 


林 


( 


ーー モ セ ン 幼 


A 


RNN HT 
に 


セク ジー キヤ プ 擬 


林 晃 (Gooffice 


セク シー キャ ラ の ポイ ント を お さえ よう 
セク シー キャ ラ は 


乳房] と 「 お 尻 」 
が いのち 


セク シー キャ ラ は 
「 く びれ 」 と 「 丸 み 」 で 活き る 


魅力 的 な 女性 の 体 の 描き 方 を 学び まし ょ う 
セク シー キャ ラ を つく る に は 、 実 に いろ いろ な ポ 
ー ズ 、 ア ング ル の 設定 、 体 の 特徴 、 パ ー ツ の 形 を 
学ぶ こと が 必要 で す 。 本書 を 読ん で 自分 好み の セ 
クシ ー ボ ディ を 見 つけ まし ょ う 。 


セク シー キャ ジジ は 


[動き ] で 決ま る | 傘 


セク シー キャ ラ は 
「 パ ー ツ | で 語る 


アタ リ で ポー ズ を と ら え よう 
アタ リ は キャ ラ の 設計 図 アタ リ は ラフ デッサン と か 、 ラ フ 画 な ど と も いい ます 。 下 描き の 下 描 


で も あり 、 お お よそ の ポー ズ の イメ ー ジ が 自分 で わか れ ば 良い の で す 。 
アタ リ イメ ー ジ で 自由 に 描け る 技術 と セン ス を 育て まし ょ う 。 


用 ま 顔 は 「+」 で 、 
ーー 傾き や 向き を 表 ンダ " 
4 ( し ます 。 ソン デミ 完成 
ンプ ング な 立ち ポー ズ 
PA ) へ 肩 の 傾き 
に 
< 
で 体 の 向き ・ 姿 勢 を 
、 とら える 中 心 線 
ヽ 、 婦 
/ \ ト 
{| \ | 3 | \ 
| も 、 胸 の 位置 の 【 Nl 
| も 目安 \ | 
\ ) 則 x” 1 \ | 
CN / ぷ 
も a /4 
ゃ 、 7 が 
股 の 位置 A A 
| し が 
1 
\ , \ 
Pa 


全身 を 描い て バラ ンス を と り ま し ょ う 。 


⑨ \ 0 
\ \ | \ 
ヽ \ 

デッサン \ 

スネ くら いま で の ショ ッ ト な の で 、 

必要 な 部 分 に 肉 づ けし ます 。 


腕 を 上 げた ポー ズ 


ント 1 


首 まわ り (鎖骨 ) と 
肩 … 腕 と 胴体 の つ な 
が り 


ポイ ント 選 


腕 パ ー ツ ( 肩 、 ヒ ジ 、 
手首 ) 


) ペーー く びれ 


ポイ ント づ 
胴体 … 丸 み と く びれ 
を つく る 曲線 


関節 と 厚み を 意識 し て 描く アタ リ 


ヒザ を 抱え た 座り ポー ズ 


\ ブラ の ヒモ は 、 背 中 
ア の 曲面 や 胸 の 位置 を 
tj 


/ と ら え る 目安 に な り / 
トン グ 2 = ます 。 / 
し ーー も 1 ンク 
Lo AN 


J 11 
| / か が 
/ い 1 / \ 
し 月 N 
し % ,/ 
\ 4 ; 6 
: 提 NN に 1 | 
| Si ナー 
この ポー ス で の お 万 
に の 
全体 の 雰囲気 を と ら え る アタ リ の 割れ 目 の 位置 は こ 


の 辺 で す 。 


ポー ズ と バー ツ を 学 ぼ う 


ポー ズ ご と に 変わ る パー ツ の 形 を と ら え よう 「 こ の ポー ズ の 時 に は 、 腕 や 脚 は どう いう 形 に な っ て 
いる だ ろう ? | と 、 描 く 時 の 気持 ち に な っ て 観察 し て 
み ま し ょ う 。 
前 面 


も くじ 


セク シー キャ ラ の ポイ ント を お さえ よう 


アタ リ で ポー ズ を と ら え よう 


ポー ズ と バー ツ を 学 ぼ う 


セク シー キャ ラ の 体 を 学 ぼ う 
セク シー な 体つき を と ら え る 


セク シー ポー ズ を 描こ う 
ポー ズ の と ら え 方 と 見 て 描く 方 法 

ポー ズ を 描く 手順 

コラ ム : アタ リ や ラフ デッサン に 慣れ よう 


アオ リ と フカ ン に つい て 
正面 の 構図 に ある 「 フ カン 」 
アオ リ の キャ ラ “ 
フカ ン の キャ ラ 


体 の 曲面 を 意識 し て 描こ う 
セク シー キャ ラ の ボディ は 曲面 
し まし ま ビ キ ニ で 見 る 曲面 ライ ン 


ビキニ の ブラ と パン ツ を 利用 し よう 
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16 
16 
18 
ら 0 


らら 
らら 


… 84 


26 
28 
ら 8 
30 


38 


トト 


ら 章 


クシ ー キ ャ ラ の パー ツ を 学 ぼ う 41 


頭 部 42 
顔 の 基本 sa 
アン グル と 顔 46 
コラ ム : 作画 の 実践 50 

上 胸部 5 
基本 の バス トシ ョ ッ ト B52 
首 と 肩 の ポー ズ 55 

肩 ・ 腕 60 
肩 ま わり の 描き 方 60 
肩 と 腕 の ポー ズ に 学 ぼ う 62 

肘 (ヒジ ) 782 
ヒジ の 作画 / ら 

腕 76 
腕 の 作画 … “76 
腕 の ポー ズ に 学 ぼ う “79 

手 84 
手 の 作 画 84 
手 の し ぐさ ‘88 

胸部 94 
バス ト の 作画 94 
バス ト サ イ ズ の 描き 分 け 96 
乳房 と 乳首 の バリ エー ショ ン 98 
バス トド を アピ ー ル ぴる ポー ズバ ーー ツー ツマ 100 


3 章 テー マギ ャ ラリ ー 


クシ ー ポ ー ズ 表現 161 

腹部 ーー 106 グラ ビア アイ ドル 気分 の ポー ズ 一 ーーー 168 

お な か が の 作画 SN RRS ISIE 106 カゲ で 肉感 を アピ ー ル ーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー ニー DL 

すわ り ポ ー ズ で お 尻 を アピ ー ル 一 一 166 

背中 ーー 110 。 寝 ポ ー ズ で パス ト を アピ ー ル 一 ーーー 168 

背中 の 作画 - eeu] 1 ふた り で 肉感 を アピ ー ル 170 

背面 ポー ズ の 腕 と 背中 ーー… 118 セク シー キャ ラ 17g 
疹 部 (で ん ぶ ) 116 
i 1 
お 尻 を アピ ー ル する ポー ズ ee 118 
お 尻 と 太もも の つなが り … ee TB 
股間 部 126 
体 の 厚み と 脚 の つけ 根 126 
HE etctotriatrs ton i 
時 部 134 
草間 i TO 
脚 線 の 表情 を と ら え よう e185 
SP ea 
ポー テー a a 
22 ee 


足 152 デー ン ン 
いろ いろ な ポー ズ の 足 - ………153 コ 


林 も 、 女 の コ を 描く の が 大 好き で す 。 趣 味 で 描く 分 に は 、 も は や 「 女 の コ し か 描か な い ] 
と いう の が ポリ シー な ぐら いで す (仕事 な ら 男 の コ も 描き ます が …)。 
$ と 、 今 で は ここ まで 言い 切れ る よう に な り ま し た が 、 過 去 に は 私 も 皆さん と 同じ く 、 
$ 大きな 璧 に ぶつ か っ て きま し た 。 そ う 、 「 女 の コ の 顔 は 描け て も 、 体 が 上 手 に 描け な い ] 
% と いう 壁 で す 。 


女のコ の 体 は と て も 複雑 で 、 描 く の は 難し いも の で す 。 肉体 の 持つ 丸み 、 起 伏 、 く 
> びれ な ど 、 そ れ ら は 位置 も 形 も 女のコ ご と に 異な る か ら で す 。 グ ラビ ア 写 真 、 古 今 東 
2 西 の 絵画 、 ウ ェ ブ や 雑誌 で な じみ 深い イラ スト を 調べ れ ば 調べ る ほど 、 女 の コ の 体 の 
> 多様 性 に 気づき ます 。 

で は 、「 女 の コ の 体 を 描く ] は じ め の 一 歩 を どこ に 定め た らい いで し ょ うか ? 
> PNG SN は の 02 その 体つき を と こと ん 学ぶ こと ( 何 
、 度 も 、 徹 底 的 に 描く こと ) で す 。 描く た びに 、 見 えて な か っ た こと や 、 思 い 込 み で 描 


9 KC た こと な ど # MHD の 
さま Ee 


日 ご ろ 、 多 く の 作 上 品 を 見 る 機会 が 多い 私 で す が 、「 お っ ? | と 目 を 引く 作品 に は 、 「 女 
の コ を 描く の が 好き だ 」 と いう 気持 ち が 表 れ て いる も の が 多い よう に 感じ ます 。 こ と 
体 に 関し て は 、 和 乳房 、 お 尻 、 股 間 や 肢 な ど 、「 こ の 部 位 が 特に 好き 」 と いう 描き 手 の こ 
だ わり が 、 魅 力 あ る 作品 の 決め 手 に な っ て いま す 。 も ちろ ん 部 位 だ け で は な く 、 ア ン 
グル や 立体 感 に 対す る こだわ り 、 ま た 肌 や 肉 の 質感 を と こと ん 表現 され て いる 作品 も 
魅力 が 高い と 言え ます 。 


さて 本 書 は 、「 セ クシ ー」 と いう 言葉 を テー マ と し て いま す が 、 そ れ は 単に 「 性 的 な 
> 魅力 ] を 指す だ け で な く 、 美 し く 、 健 康 的 で 、 可 愛らしい 女のコ の 体 を 総括 し て 学ぶ 
本 で す 。「 セ クシ ー」 と いう テー マ の も と 、 私 が 長年 に わた り 集 め た 膨大 な 資料 の 中 か 
ら 、 NNE NN セク シー ポー 
ズ の 描き 方 も 解 か る は ず で す 。 また 、 各 部 位 ど と に ペー ジ を 分 け て 解説 し て いま す の で 、 
> 皆さん が 苦手 な と ころ か ら 読 ん で も いい で し ょ う 。 


この 本 は 、「 女 の コ を 描く の が 好き 」 な 私 、 林 和 見 の こだわ り の 集大成 で す 。 
この 本 を 読ん で 、 皆 さん の 画 力 が 少し で も 向上 され た ら 、 そ れ に 勝る 喜び は あり ま 


せん 。 
Go office 林 晃 


※ 本 書 の 作例 の 多く は エン ピ ツ か シャ ー プ ペン シル に よっ て 描か れ て いま す が 、 印 刷 物 の た め 、 実際 の エン ピ ツ の 濃 さ や 線 と は 異な る 場合 が あり ます 。 
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セク シー キャ ラ の 体 を 学 ぼ ぽう 


| セク シー な 体つき を と ら え る | 


肩 は 丸み が あり ます が 、 
し っ つか り し て いま す 。 左右 
セッ ト で 、 1 
描き ます 。 


乳房 ksr<、 丸み 
を 帯び ます 。 大 き さ と 形 の バ 
リエ ーション は 豊富 で す 。 


腹部 kar 


ン を 入れ る と 、 引き 締 ま 
つっ た 感じ に な り ま す 。 ーー 


セク シー な 体つき と は 、 大 きめ 
の 乳房 (豊か な バス ト ) や 丸く 
引き 締まっ た お 尻 、 く びれ た 腰 
な ど 、 曲 線 が 美しい 体つき の こ 
a ic 


eh 
ぽく な り ま す 。 全体 を 見 な が 
ら 描 きま し ょ う 。 


が 二の腕 ad 


いで す 。 細 くす る と 子 ど 
も っ ぽく な り ま す 。 


腰 ・ ウ エス ト 』 


ーー ー くびれ ます 。 ナ ナメ 向き で は 、 左 


メ 
お へ そる srz a 


ト の くびれ より も 下 に あ 

り ま す 。 f 
下腹 部 一 股 。』 
曲線 で 体 の 丸み を 表現 し まし 

ま ら 5s 


右 で くびれ る 位置 が 変わ り ます 。 


ーー お 座間 


じ く らい 張り 出し ます 。 


| トー 太もも 店 


な も の で す が 、 曲 線 で 描 
く と 肉感 的 に な り ま す 。 


(セク シー キャ ラ の プロ ポー ショ グ 」 ンー ルビ 7.5 8 頭 身 く らい が よい で す 。 
リア ル な 体型 に 比べ 、 胴 体 を 少し 短め に し た り 、 腰 の 位置 
を 高め に デザ イン し ます 。 


7.5 頭 身 いひ プロ ポー ショ ン 


ee 


脚 部 の 方 が ちょ っ と だ け 長 いで す 。 


※ 頭 身 (と うし ん ) 
\ 「 全 身 が 、 頭 何 コ 分 か ?」 で と ら え る 
05 | 考え 方 で す 。 
ーー i 全身 に 対し て 、 頭 が 大 きけ れ ば 2 豆 
\ 胴体 部 は 頭 が 5.5 身 や 3 頭 身 な ど の 「 低 い 頭 身 」 と な 
| コ 分 前 後 で す 。 り ま す 。 頭 が 小さ い モ デル 体型 な ど は 
LL 8 頭 身 や 9 頭 身 。 キャ ラ の 設定 や 指 
定 を する 時 に 用 いら れ ま す 。 


| 、 胴体 ・ ろ っ 骨 ブ ロッ ク を ちょ っ ぴり 
「 1 短く する タイ プ 


子ども っ ぽい 雰囲気 を 出す デザ イン の 場合 


| リア ル 体型 は ろ っ 骨 I 
| ブロ ッ ク が 長く 、 腸 頭 を 大 きく 、 肩 幅 を 狭く し ます 。 
| 体 全体 が 長め で す 。 肌 体 部 は 頭 8 コ 分 くら いで す 。 
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セク シー キャ ラ の スタ イル バラ ンス 


人 @ 正面 


太もも 


スネ 


上 ふくらはぎ 


くる ぶし 


つま 先 


関節 や パー ツ の 長 さ を 意識 する こと か ら 始 め よ う ! 


st 


簡単 な 胴体 部 の アタ リ 。 
関節 と ブロ ッ ク で と ら え る と 、 大 頭 の 大 き さ に 対し て の 体 
きく 3 つの パー ツ に な り ま す 。 の 大 き さ を 描き ます 。 真 
ん 中 に 1 本 、 中 心 の 目安 
に な る 線 を 描 を まし ょ う 。 


胴体 本 体 部 分 を 意識 し まし ょ う 。 
これ に 両 肩 を つけ 、 乳 房 を 描き 
込ん で 胴体 が 完成 し ます 。 


@ 真 上 か ら 見 た 場合 


筋 内 質 な ど 厚 み 


aaa スリ ム な 場合 の 


乳房 は 外 に 向 PC 3 
か っ て 開い て 『 ee * 
いま す 。 を 


~~ op 8 \ 
へ ヽ へ 〆 Ee ーー 
リア ル ふ うに 描い 


首 を 細く する と マ た 首 。 太 いで す 。 
| を ン ガ キャ ラ ふ うに 
-\ な り ま す 。 


乳房 の ライ ン は | 


b ) 脇の下 に つなが 【 | 
、 きっ て いま す 。 NN | 
1 \ 1 if } M 」 
| NN 正面 か ら 見 た 場合 。 
| 乳房 と 腕 の つけ 根 
1 ( 脇 ) と の 関係 を と 
\ / ら え よう 。 
時 eas 
4 
| 
| 
y アタ リ に 学ぶ 
| 胴体 の 最 下 部 を 
と ら え まし ょ う 。 ッ 
( 
\ \ 流 x 首 は 耳 の 位置 
1 に に 向かっ て ナ 
| ! ナメ に と ら え 
| | ます 。 
| 
と 人) 
房 = | ! お 尻 は 肩 より も 
er | _ 『 外側 に 張り 出す 
メー ジ で す 。 MI イメ ー ジ で 。 


プ オ 上! カカ ト は 後ろ IN 
レイ : に 飛び 出し て 性 
ンー 、 ev ! | 


っ 


@ 真下 か ら 見 た 場合 (胴体 の 最 下 部 ) 


曲面 に な っ 
て いる 部 分 


正面 か ら は 見 えな い 
部 分 。 ほぼ 平面 で す 。 


背骨 の ライ ン は あま 
り 浮き 出 ま せん が 、 
描き 込ん で OK で す 。 


表 に 出 や すい 人 と 、 ほ 
と ん ど 出 て こない 人 が 
いま す 。 


お 尻 の 線 の 始ま 
り は 腰 と 股 の 中 
央 あたり で す 。 


アタ リ に 学ぶ 
¥ j 


下ろ し た ヒジ は 腰 、 手 首 が 
股 の あたり に な り ま す 。 腕 
は 、 肩 か ら ヒ ジ と 、 ヒ ジ か 
ら 手 首 の 長 さ は だ いた い 同 
じ で すず 。 


| | 
下腹 部 は ゆる や か な 曲面 で す 。 


肩 甲 骨 (けん こう こつ )。 


Sa Sa トー ヤー に 
B 

ーー トー 手首 
/ 
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2 ー デ ーー 見 て 描く こと が で きる よう に な る と 、 
i ーー ニー ーー = 
セク シ ボ ズ を 描こ つう 自分 の イメ ー ジ か ら デ ッ サ ン し て 描く 
EE = Yo を エー ニモ ーー リー ユエ ュー=a0 に a よ ェ ニモ = ご を に きつ ドニ ーー トー ニー 人 を 、 こ に > ご トニ 』 < ニー ニニ モー だ ーー と や ご ミー そそ も と ーー エー ミコ 


こと が で きる よう に な り ま す 。 


ポー ズ の と ら え 方 と 見 て 描く 方 法 」 まず は 、 見 て 描く 手順 を 見 て み ま し ょ う 。 
(立ち ポー ズ を 描い て みよ う ) 


ポー ズ の 雰囲気 と 
構造 を と ら え ます ンー 両 肩 を つなぐ 
x ど 2 ライ ン 
ググ 


CZ 2 
だ 


| / ンー 胸 の 下位 置 
中 心 線 (正中 線 )  : 編 = キ 。 と ら え る 曲線 
「 // 


… 体 の 向き と 傾 一 U 
き の 目 安 さ 
ト 、 ヽ 腰 の 位置 
ーーーーー 股 の 位置 
N 
\ 
頭 部 の 大 き さ や 肩幅 、 腰 の くびれ 、 腸 体 の 
長 さ な ど 、 ひ と つ ひ と つ 元 絵 を 見 な が ら 位 
置 を と っ て 描き ます 。 
元 繧 の ラフ を 
見 て みよ う 
うっ すら と 、 両 肩 を 
つなぐ ライ ン や 肩 の 


関節 、 中 心 線 な ど が 
入っ て いま す 。 ひと 
つ ひ と つが 、 作 画 の 
途上 で 描き 込ま れる 
目安 の 線 や アタ リ の 
線 で す 。 


上 送 の コツ は 、 ま ず 見 て 描く こと が 大 切 ! 


(座っ た ポー ズ を 描い て みよ う ) 


1. ポ ー ズ 全体 を 


っ SS 


NN ます 
QA 


頭 部 の 大 き さ 


A 肩 の 位置 


=「 人 KR) ヒジ の 位置 


お 尻 の 位置 の 


目安 


1 2. 上 半身 を 内 
ー ハ お 羽 の 位置 。 づけ し ます 


3. 脚 部 を 描き 。 ④ 上 半身 の 長 さ を 基 準 に し 
ます 1 人 て お 尻 の 位置 を と り 、 脚 の 


| アウ トラ イン を 大 づか み に 
細 描き ます 。 こ の あと 、 お 尻 
ーー、 の 位置 を 調整 し て 、 細 部 を 
に - | | ) 描き 込み ます 。 
| | \ 
\ 
N 


/ 
ず 』 ンー で で Ti 
( 4 イ か 
SN CN 1 | の へ ヽ 
ee た A / き ピ \ 
と まり / 1 革 f \ 
、 寺 / 1 交 。 ! 
* \ ! AN の ES | 
\ \ WN / 
UN Ne い ツ シ 
※\ が あぶ ング 
上 両 ヒ ザ は 、 自 然 な 脚 線 を 
描く た め の 起 点 に な り ま 


、 すず す 。 腕 に 隠れ て 見 えな い 
ツゲ / \、 部 分 で す が 、 形 を と っ て 
、 こ ご) 描き まし ょ う 。 


顔 は どの 段階 で 描き 込ん で も OK で す 。② の 上 半身 の 肉 づ け 段 階 で 簡単 


大 づか み に 描 き ! 


① 頭 部 の アタ リ を 大 
準 に 、 肩 、 ヒ ジ の 位 
置 を と りな が ら 、 上 
半身 を 大 づか み に 描 
きま す 。 


⑨ 頭 部 か ら ヒ ジ 
まで の 長 さ を 基 
準 に し て お お よ 
その お 尻 の 位置 
を と り 、 脚 の ア 
タリ を 描き ます 。 


A 


③ 頭 部 と 肩 の 位置 
関係 が アタ リ で は 狂 
いや すい の で 、 元 絵 
を 見 な が ら 、 ま ず 上 
半身 を 少し 丁寧 に 措 
きま す 。 
特に 肩 と アゴ の 高 さ 
を 調整 し な が ら 描き 
ます 。 

ヒジ の 位置 が 、 ヒ ザ 
の 位置 の 目安 に な り 
ます 。 


に 目 や 表 情 の アタ リ を 描き 込む と 、 最 後 まで 仕上 げ る 意欲 が 湧き ます 。 見 えな いと ころ を と ら え て 描く の は 、 デ ッ サ ン し て 描く 時 も 同じ で す 。 


TZ 
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| ポー ズ を 描く 手順 | 自分 の イメ ー ジ か ら デ ッ サ ン し て 描き まし ょ う 。 


大 づか み に で も イメ ー ジ を 描く こと が 大 切 で す 。 


(@) アタ リ の 作画 

イメ ー ジ ラフ を も と に 、 髪 の 
毛 の イメ ー ジ や 胴体 、 脚 部 や 
腕 を 大 づか み に 描 き な が ら 、 
イメ ー ジ を ふく ら ま せま す 。 


脚 を 軽く 曲げ る か ど 

約 ( NJ うか な ど 、 簡 単 な 試 
ん 0 い パ 行 錯誤 も この 段階 で 
0 行い ます 。 


(1①) イ メー ジ を 描き ます 


最初 の イメ ー ジ ラフ で す 。 姿 勢 や 顔 の 向き 、 お お 
よそ の ボー ズ を ご く 簡 単に 描き を ます 。 


(3③) 作画 を 進め ます 
体 の 構造 を 意識 し て デッサン し ます 。 
脚 の つき 方 や 脚 線 な ど 、 ど ん な ライ ン 
に な る か わか ら な い 時 は 資料 写真 な ど 
を 参考 に し て 描き まし ょ う 。 


、。 2 参考 :1ー3 の 、 試 案 の イ メー ジラ 
ププ パフ か ら お お よそ の デッサン まで を 一 
W 気 に 描 き 進め た も の 。 こ れ を 別紙 に 

トレ ス し て 仕上 げた も の が 右 頁 で す 。 


@ ーー の 


(4) アウ トラ イン の クリ ン ナ ッ プ 。 ーー 
りん か く 線 を きれ い に 描 き 、 顔 や 髪の毛 を グ / バ 
描き 込ん で 完成 させ ます 。 4 {| NX 


が 


ーー 1 ラ デュ ツン!) ビ ス 「 ア タリ 」「 作 画 の 目安 ] は た くさ ん 描い て いる うち に 見 えて くる J 
ダッ や ンマ ティ タマ に 慣れ よ う 「 自 分 な り の ルー ル 」 で す 。 線 や 構造 を 考え な が ら 描く うち に 会 
得 さ れ ま す 。 こ れ は 知性 的 な 作画 技法 と も 言え る も の で す 。 見 る 

時 や 、 ま ね し て 描く 時 に 線 の 意味 を 考え て み ま し ょ う 。 


画 中 心 の 線 の 重要 性 に つい て 回 症 商 還 還 較 識 / タ リ や 作画 で は 、 顔 や 体 の 中 心 を 通る 線 を 入れ る こと に 慣れ まし よう 。 
中 心 の 線 を 決め る こと で 、 左 右 の バラ ンス が と りや すく な り ま す 。 
ナナ メ 向 き な ど で は 、 体 の 向き が は っ きり する 効果 が あり ます 。 


正面 向き ポー ズ の ラフ トー 


左右 を 真っ 二 つ に し て 
み ま し た 。 こ の よう に 
「 表 面 ・ 左 右 の 中 央 を 通 
る 線 」 を 、 専 門 的 に は 「 正 
中 線 ( せ いち ゅ う せ ん )] 
と いう こと も あり ます 。 


| シル エッ ト (全体 の ムー 
| ド ) か ら 描 いて いる も の 。 


| い 】 
| \ 4 | 中 心 線 
| | 
ae 
体 を ブロ ッ ク 状 に と ら 
RE 単純 な 図形 タイ 
| ブ の アタ リ 
後ろ る 向き ポー ズ の ラフ 
首 と 頭 の つけ スバ 
ノン 根 を 韻 線 で 入 Fl 
どり れ て いま す 。 < 
| / 
も 7 
< 硬 の ライ ン / \ 
| N、、 を 下向き の ーー キー 一 衣 
曲線 で 入れ A 
\ て いま す 。 4 ee No | 
ご く 簡 単に 描か れ た アタ リ 。 | ) 背面 は 背骨 の ライ ン が ポー ズ イ メ ー ジ の ラフ 。 シ ル エ ッ 
中 心 線 は 文字 通り 体 の 向 さ を | 中 心 線 に な り ま す 。 ト + ブロ ッ ク で と ら え な が ら 、 
と ら える 「 目 安 」 と し て だ け ラフ 画 ( 下 描き ) 体 の 前 面 の 起伏 と 、 ブラ の ヒモ や パンツ な ども 目安 と 
描き 込ま れ て いま す 。 体 の 厚み を テー マ に し て いま す 。 し て 描き 込ま れ て いま す 。 


wo ノ 


画 胴体 の 側面 部 で 体 の 厚み ・ 立 体感 を 与え よう 画 画 部 章 章 電 前 前 
中 心 線 と プ ブロック 状 の アタ リ を 利用 し た 「 ひ ね り の ポー ズ ] _ 
中 心 線 。 上 半身 。 /、 0 


正 が ほん の 少し 
半身 は や や 右 寄 り ) 
ナナ メ 向 き 6 (右向き を 表現 ) AN a 
/ = ) 
A グ 
| 少女 | に ー グ 
胴体 の 側面 M 
MM 人 トー を 和 ボ や 民 か ら 下 は 中 。 | | 
' へ 、」 央 付近 (正面 \ 
| | 向き を 表現 ) N 
| | | (@) アタ リ を も と に ラフ を 描 
」 仁 まき 、 きま す 。 動き を 出し た く 
」 (① アタ リ 。 上 半身 と 下 半 な っ た の で 、 脚 の ポー ズ 
/ 身 で 、 中 心 線 の 向き を は 変更 し まし た 。 
/ ずら し て と り ま す 。 
/ / 
/ 
| や ーー 
) 
腰 か ら 下 は 正面 | N 
向き で す 。 | SN | 
| tf 
| 4 


脇の下 部 分 に 側面 部 を と り ま し ょ う 。 
ここ に 、 胴 体 の 「 厚 み 」 が 生ま れ ま す 。 


= 


上 半身 ・ 下 半身 と も に ナナ メ 向 き 
(普通 の ナナ メ 向 き ) 

見 える 側面 部 が 

の 広く な り ま す 。 


トニ 側面 部 は 見 えー ナー 
A ませ ん 。 / 
/ / 
と diY . 
# / 
J 1 / 
ん 、 A / 
| / 
| / / 
ひね り が な いと 、 中 心 線 い 
は 一 直線 で す 。 7 
ブラ の ヒモ は 、 体 の 厚 し | 
みや 奥行 き を と ら え る | ~ | | 
上 で 役に立ち ます 。 | N 1 | | | 
| LM 和 側面 部 が 見 えな い 場 合 。 ほ と ん ど 正 面 向き で す 。 
\ ハ ( 肩 の 傾き が 動き を 与え て いま す ) 


も し まだ や っ て な か っ た ら 、 頭 を 使っ て 描く こと に チャ レン ジ し て みよ う a1/ 


に 


アオ リ と フカ ン に つい て 


通常 アン グル は 
「 フ カン 気味 」 


「 見 上 げ る 」 や 「 見 下ろ す 」 が 
生じ る 構図 


置い て ある ジュ ー 
ス 和 缶 な ど は 当たり 
前 に 見 て いる 状態 
が 、「 フ カン で 見 た 
も の 」 で す 。 


キャ ラ を 見 上 げた 構図 の 「 ア オリ 」 
と 、 見 下ろ し た 構図 の |「 フ カン | を 
描く コツ を 学び まし ょ う 。 


普通 に 見 て いる 状態 の 中 に 、 フ カン や アオ リ が 


@ 相手 の 顔 を まっ すぐ 見 
て いま す 。 

これ が 正面 アン グル 
で す 。 


@ 肩 か ら 下 は 、「 見 下ろ し た ]」 


も の に な っ て いま す 。 
「 通 常 ア ング ル 」 の 中 に 、 常 に 
「 フ カン で 見 た も の 」 が 
含ま れ て いま す 。 


@ まな ざし を 下ろ し て 相手 の 
胸 も と を 見 た も の 。 日 常 的 な 
感覚 的 に は これ が 「 正 面 か ら 
見 た 胸 も と 」 だ っ た り し ます 
が 、 実際 に は フカ ン で す 。 


見 上 げ ら れる 方 は 
「 ア オリ 」、 見 下ろ 
され る 方 は 「 フ カ 
ン 」 で 見 られ て い 


立つ と 座る の 位置 関係 


座る ポー ズ の 多 
く は フカ ン に な 


に 


we グ 
に アンス 

よ つ ん ば い の ポ ボー ズ 全 体 は 

「 フ カン 」 で す が 、 体 その 

も の は 、 ナ ナメ 後ろ か ら と 

ら え た 「 ア オリ 」 で す 。 


見 上 げた 構図 で す 。 ほ ん の ちょ っ と の アオ リ で も キャ ラ が 
大 きく 堂々 と し た 感じ に な り 、 存 在 感 が 格段 に アッ プ し ま 
す 。「 キ ャ ラ を 魅せ る な ら ア オリ を 使え ] と いう くら い 、 キ ャ 
ラ の アビ ピー ル 効 果 が 高まり ます 。 


| アオ リ の キャ ラ | 


通常 の ニー ショ ッ ト と 比べ て みる と ・… 上 に 向かっ て 細 
く な る イメ ー ジ 


頭 部 も 小さ 
く な り ま す 。 


通常 アン グル 
| タテ 方 向 は ま 上 に 少し 
男 っ すぐ の イメ す ぼ ま り 
| ー ジ で す 。 ます 。 
A 
アタ リ で 比べ て みよ う 

7 ) 両 肩 を と ら 5 「 


1 


( a 
通常 | / 5 ライ 
Y7/ 補 の 

| ウ 7 次 

i ーー 


っ ルー 【 
N el 
ae へ 。 と ーー as 2 ふ 
A なく ! 
1 AS A 
胸 も と を と ら え ee 4 
る ライ ン J f 


| | 


ら 4 


横 方 向 の アタ リ 線 は ほぼ 水平 
か 、 や や 下向き の 曲線 で す 。 


横 方 向 の アタ リ を 全部 、 上 
向き の 曲線 で と り ま し ょ う 。 


@ ナナ メ 向 き 


胴体 を 少し 縮め て 、 下 半 
身 を 大 きく し ます 


(足もと か ら 見 た アオ リ ) 


キャ ラ の 足もと 近く 
か ら 見 上 げ て いま す 。 


アタ リ 下 を 大 きく し 、 頭 を 小さ くし ます 。 下 が 広い 三角 形 
状 に アタ リ を と り ま し ょ う 。 


らら 5 


正面 
ジニ と RS 
っ で 正面 を 向い て いて 、 
Ne ギリ ギリ 表情 が わ 
か る フカ ン で す 。 
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アオ リ が キャ ラ の 存在 感 を 強調 する 手法 な ら 、 フ カン は キャ 
ラ の イン パク ト を 強め る た め の 手 法 で す 。 


通常 の ニー ショ ッ ト と 比べ て みる と .... 


3 ペー 頭 の て っ ぺん が 
aN 見 えま す 。 
HAN 


胴体 は 短く な り 
ます 。 


ル / 、 | 脚 部 は 胴体 より も 

た \\ | さら に 短く な り ま 
| 4 1 | す 。 

/ \\ Y 

% ノ \ き 


上 半身 


下 に す ぼ ま る 感じ で 描き 
ます 。 脚 を 開い た ポー ズ 


脚 部 。 上 半身 の も 、 普 通 に 脚 を そろ えて 
半分 くら い の 長 立っ た イメ ー ジ の アタ リ 
| ささ が 適 当 で す 。 を と っ て 描き ます 。 

Y 


参考 : 前 か が み に な っ て 顔 を 
上 げた も の 。 


首 や 鎖骨 、 肩 まわ り は 上 か ら 
見 た も の と ほぼ 同じ で 、 構 千 
理解 の 参考 に な り ま す 。 

胸 も と の 表情 が 真 上 か ら の シ 
ョ ッ ト と の 大 き な 違 いで す (前 
か が み は 、 乳 房 が 重力 で 下 が 
っ た 形 に な り ま す ) 


⑯ ナナ メ 向 き 


ー 見 通常 アンツ グ ル の よう で す が 、 代 表 的 な 
フカ ン シ ョ ッ ト の 一 つ で す 。 バ スト の 魅力 
を アピ ー ル する キャ ラ シ ョ ッ ト と し て よく 
用 いら れ ま す 。 


体 の 上 面 。 首 の つ 
け 根 、 鎖 骨 ま わり 
を と ら え まし ょ う 。 


ココ コピ 


トリ ミン グ し て み ま し た 。 


アタ リ に 学ぶ 


| / 
\ 
4 ナリ グ 
注意 ! 、 ダグ 
/ メ の 4 
グ \ 


x 


Ne 


写真 資料 な どの リア ル な 体 は 、 コ コ が 思 
っ た 以上 に 長い も の で す 。 デ ザイ ン し た 
キャ ラ に 応じ て 長 さ を 調節 し て 描き まし 
よう (この キャ ラ は 短め に デザ イン し た 
も の で す )。 


ンダ N 1 


ら フ 7 


体 の 曲面 を 意識 し て 描こ う 


| セク シー キャ ラ の ボディ は 曲面 体 の 曲面 を と ら え まし ょ う 。 シ ンプ ル な 水着 


(ビキニ ) の ブラ や パン ツ を 描く こと に より 、 
体 の 肉感 生まれ 、 女 の コキ ャ ラ の 存在 感 が 
より 強く な り ま す 。 


全身 立ち ポー ズ A , bt 
\ // {ff \ 


// 下ろ し た 腕 や 、 肌 


/ 
| KA| y \- 


7 体 、 脚 部 、 す べ て 
ビキニ (ブラ と パン ツ ) ( と 下向き の 曲線 に な 
と 輪っか を 描き 込ん で み \ mw り ます 。 
\ 1 1 る と a / \ < 
1 | \ / 
| J a 1 し 
A 了 | 較 開 識 了 差し 出し た 腕 や 
\ | 指 は 、 向 き に 応 
/ | じ た 曲 線 に な り 
| ます 。 


= | / 
の 通明 人 間 に と う | 


し て みる | \ 
/ 人 i \ | 
で 、 ~~ \ 
(=) に ご プ 


A® | 
_ に ンプ | 
1 \ | | 
|  」 | | 
| / \A トブ ーー 
PS \ - | [ \ 
NY a トス \ ン 
\ \ | | \ \ \ 4 
\ 1 1 | \ 1 / 
| \ 2 | | \ \ | - \ 
\) a に ペン Ne 
衣装 や 体 に まとう 装飾 は 、 体 の 曲面 に を っ て いま す 。 a 3 
また 、 体 の 曲面 に そう よう に つく られ て いる の で す 。 曲面 を 意識 すれ ば 立体 が つか め る ! 
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た 5 = ブラ と バン ツ は 体 の 立体 感 ( 奥 行き ) や 向き (アン グル ) を 
し ビキニ に よる 立体 感 と 作画 ) と ら え る 作画 アイ テム で す 。 


通常 アン グリ 


作画 の 目安 に する アタ 上 向き の 曲線 で ア 
リ の 曲線 は ブラ の アン タリ を と り ま す 。 


ダー バス ト (乳房 の 下 
側 ) ライ ン と 、 パ ン ツ 
の は きこ み 口 の ライ ン 
で す 。 下 向き に と ら え 
まし ょ う 。 


側面 (奥行 き ) が 
は っ きり し ます 。 


布 の 少な い セ クシ ー ビ キ ニ パ ン ツ の ライ ン は 、 
アオ リ で も 上 向き の 曲線 に な ら な いも の が あり 
ます 。 ア タリ の 曲線 を 削る イメ ー ジ で ライ ン を 
整え ます 。 


@ 背面 の 場合 (ラフ デッサン ) 


フカ ジン 
下向き の 曲線 で す 。 


アオ リ 気 味 … 上 向き 
同様 に ブラ の ヒモ で アオ リル 気味 ・ フ カン 気味 を と ら え ます 。 


ら 9 
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し まし ま ビ キ ニ で キャ ラ の 立体 感 
( 形 ・ ふ くら み ) を と ら え まし ょ う 。 


し まし ま ビ キ ニ で 見 る 曲面 ライ ン 
(ナナ メ 向 き ) 


通常 アン グル 


通常 アン グル は 
下 に 行く ほど 曲 
線 の 曲がり が き 
つく な り ま す 。 


ナナ メ 向 き は 、 正 面 か 
ら と ら え た も の より も 
体 の 曲面 が は っ きり し 
ます 。 


1 # N 
1 グー 
ュー ノン デ H 
っ と が 。 4 
a re ee ンジ ーー る $= ] 
we ンー ング ング で ーー 5 
= ニー トト バス トト ッ プ 
: | 。 | (所 首 ) の 位置 
mW 1 1 
グ / 
ーー 
\ 
a 
0 ーー 
/ 0 
a / ーーーー デ ダー 2 ナナ メ 向 き で は 片 
プ | 側 の 乳首 は 正面 を 
i ーー { 向き ます 。 


の 
フカ ン は 下 ほ ど 
曲線 の 曲がり が 
強く な り ま す 。 


\ / 
アオ リ は 上 に 行く 
ほど 曲線 の 曲がり 
が 強く な り ま す 。 


2 の 


ル 


通常 アン グ 


後ろ 


(Or, 
ナナ メ 後 ろ 
と 


通常 アン グル 
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ホー タ = = > = 胴体 や 手足 に 巻い た 布 の 曲線 を 見 て み ま し ょ う 。 
し イキ ャ ラ で 曲面 を と ら え よう ) キャ ラ を 立体 的 に 見 せる … そ れ が 、 曲 線 の 威力 で す 。 


リン 


曲面 の 立体 感 


タマ ゴ 。 
りん か くだ け だ と 、 


ほとん ど 立 体感 は 
あり ませ ん 。 


通常 アン グル 


ノブ (/ / 、、 布 を 巻い て みた 坦 
の | る 還 が OU わ る 
の い i こと で 立体 感 が 出 
ぐ N パ 


て きま す 。 


N U 
1 | \ 
レン ニー Py 


| 


太もも を 普通 の 円 筒 形 と 太もも の 張り 出し た 感じ を 
と ら え て 布 を 巻い た 場合 。 = 強調 し た 場合 。 上 向き の カ 
下向き カー ブ の み で す 。 ー ブ が ま ざ り ます 。 


腕輪 類 を 描き 込ん だ も 
の 。 これ で も 立体 感 と 
腕 の 方 向 が わか り ます 。 


腕 の 向き を 逆 に と ら え 、 腕 の 方 向 が わか ん な く な 腕輪 の つも り で 直線 で 描 S て バン ツ 、 ブ プラ 、 首輪 、 


さら に めん どく さく な っ つて 適当 に 腕輪 を 描い た き 込 ん だ も の 。 に j』 ニー ソック ス 、 腕 輸 、 
て 、 て き と 一 に や っ た 。 も の 。 ー 立 体感 が な く な り 、 な 0 アジ クレ レット 、 ジウ 
ー 不 気味 な 凹凸 感 に な り 一 曲線 の 向き が 逆 。 不 自 ん だ か わか ら な くま す 。 ーー クス ライ ン な ど へ の 
ます 。 然 な 曲がり 方 に 見 えま す 。 応用 。 
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NO = し に た ! mm ) 
ビキニ の ブラ と バン ツ を 利用 し よう 
TE ET EE EE EE EE EE ET EN PE ES EI EE I REE EE i 
シン プル な ライ ン で 描く ビキニ の ブラ と パン ツ は 、 作 画 
で パー ツ の 位置 や 立体 を と ら え る 上 で 役に立ち ます 。 


( プラ と パン ツ の 演出 ) 


肩 ヒモ は 首 の ヒモ の 結び 目 は 。 \ } i 
後に まわ っ 、 へ ) 背面 の 中 心 線上 / レ 
て いま す 。 で す 。 


ーー ほぼ まっ すぐ 
で す 。 


アン ダー バス ト 
IN の 高 さ で す 。 


も 
{| A 

} ア w 

fi 

// 

と * 


1 | 
通常 アン グル も 「 や や フカ ン 気 味 」 に 見 ヒモ パン な ど 、 リ ボン や 結 お 尻 の 割れ 目 を 隠す よう に 、 
て いる も の な の で 、 ア ンダ ー バ スト は 乳 び 目 が つく と ころ 。 側面 の 正面 側 よ り も 高く な っ て い 
房 の 曲線 で ゆる や か な W 状 に な り ま す 。 中 央 より や や 前 寄り で す 。 ます 。 


ei | 
@ デッサン に 学ぶ 肩 ヒ モ は 乳房 の 重 。 / 
| さ に 引っ 張ら れ て 合い 
_ いる の で 直線 的 に ーー 
トッ プ バ スト 。 \。 必 ふ 、 な り ま す 。 Te 
乳房 の つき 始め へ 、 \ 
部 分 で \ 
バス トト ッ プ 。 / 1 
乳首 の 先端 。 も っ | / \ A1 


と も 飛び 出し て い 
る 部 分 。 


べ 
t 
ブラ を し て いな いと 、 乳 房 の 形 は 変わ り ま す (ブラ に よっ て 美しく 補正 され る こと も 多い で す )。 背骨 の へ こみ の カゲ は 、 腰 の あたり に 
作画 で は ブラ を 描か な く て も 、 ブ ラ を し て いる 理想 的 な シル エッ ト で 描き ます 。 深く 入る こと が 多い で す 。 
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ナナ メッ 後 ろ Fis 


FF 


お 尻 の 肉 に 巻き 込ま れ て いる 場合 


パン ツ 背 面 の バリ エー ショ ン 


T バック 。 前面 の 布 も 少な いも の は 
ヒモ パン と も いい ます 。 


oe | 
| | | | 


リボ ン を 描い た 場合 。 リ ボン の 結び 方 や 
ヒモ の 先端 は 様々 で す 


で へ N ぷ 、 


お 尻 の 肉 


原理 的 に は 、 パ ン ツ の ライ ン は 太もも の 線 よ 
り も 内 側 に な り ま す が 、 タ イミ ング (生地 や 
動い た あと の 状態 な ど ) で いろ いろ あり ます 。 


正面 側が 同じ で も 、 背 面 の デザ イン は 大 き 
く 分 け て 3 タイ プ あ り ま す 。 


お 尻 を 大 きく 覆う タイ プ 


バッ ク を ベー ス に し て 、 布 を 増 
や し て デザ イン し て も よい で す 。 


ュー ンズ 


| | 


バリ エー ショ ン ・ も っ と 生地 を 
減ら し た タイ プ 


i 
お 尻 の 割れ 目 の 始ま り 位置 は 、 腰 と 股 の 
中 間 くら いで す 。 
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(ブラ の いろ いろ) ムン / サイド の 部 分 は 
ノ ヒモ 状 の も の も 
あり ます か が 、 幅 
の ある も の が 主 


体 で す 。 


両 記 に ヒモ が か か 
る 、 シ ョ ル ダ ー タ 
イプ の ブラ で す 。 
下着 に 多い タイ プ 
で す 。 


肩 部 分 は 体 に 
そっ た 曲線 に 
な り ま す 。 


~ 


いい 
< 


« 
/ 


s 
PL 
[theca 
HUTTTFR 


クロ ス す る デザ イン 


布 幅 が 広い ス 
ポー ツタ イプ 
プラ で す 。 


ヒモ が 首 の 後ろ に 
まわ る も の は ホル 
ター ネッ ク と いい 
ます 。 


ショ ル ダ ー タ イプ は た っ た 
ら 本 の 線 な の に 、 ホ ルター 
ネッ ク よ り も 作画 の 難易 度 
は すご く 高 い の 。 肩 ヒモ が 
肩 ま わり か ら 背 中 に か け て 
体 に そっ て いる の で 、 背 中 
の 見 え 方 を 考え て 描く 必要 
が ある ん で す 。 


第 2 章 
セク シー キャ ラ の バー ツ を 学 ほ う 


ボディ と セッ ト で と ら え て 描こ う 


MA た か たよ スス スル え えよ よし LC ETERIRSES TITER TU ED OR CTS GI ONAN RT TA 0 00 0H CI OSD GS EEE EE ENE ET EIGEN RS 0 ET 840000 0 80 i a 


り 蒸 本 | 順 は 頭 部 の 一 部 分 で す 。 ア ング ル や 傾き な ど で 変 化す る 様々 な 表情 が 表現 で きま す 。 


正面 向き 目 の 形 や 大 き さ が 左右 対称 に な る よう に 描き ます 。 


鼻 と アゴ の 目安 
に する タテ 線 
(中 心 線 ) 


[ NN 頭 部 の 大 き さ を 

NNE5 ぇ る アタ リ 
目 や 耳 の 位置 
目安 に する 横線 


= ! 5 > 
顔面 の アタ リ は 十文字 


中 心 線 


頭 部 の アタ リ 。 
顔 の 向き や 角度 (や や 上 
向き か 、 下 向き か 、 ま っ 
すぐ か 、 な ど ) の イメ ー 
ジ を つか み ま す 。 


写 | 頭 部 と 一 緒 に 体 を デッサン し ます 。 
簡単 な ポー ズ で スタ イル を 設定 し ま 
ーー 1 し まう 。 


ナナ メ 向 き 左右 の 目 の 大 き さ が 変わ り ま す 。 


アタ リ の 段階 で 顔 の 
向き を と ら え ます 。 


腰かけ た ポー ズ 


通常 の 横顔 。 鼻 スジ と 目 の 間 の 


距離 を 比べ て み ま し ょ う 。 


こう 側 の まつ 毛 を 描き 、 手 前 の 
目 は 鼻 ス ジ か ら 離 し 気味 に し て デ 


フォ ル メ し ます 。 


向 


横顔 


ング 4 


通常 の 横向 き 。 耳 の 
位置 は 頭 部 の ほぼ 中 
央 が 基点 で す 。 


/ 
後ろ 
目 を つむ る 


と っ て いま す 。 


に 


耳 の 位置 も や や や 


こ 向 ける 。 シン シン ング 
流し 目 ふ うに な り ま す 。 メグ タ 


瞳 を こち ら [ 


| 


3 


こち ら に 


な る 。 
ほん の 少し 顔 を 


けた 微妙 な 角度 で す 。 


こ 


片 ヒ ジ を つい て 横 | 


真横 より 、 
向 


品 | 呈 | 呈 | 回 呈 | 箇 


真横 か ら ほ ん の 少し 顔 を こち 
ら に 振っ た 頭 部 の デッサン 。 
中 心 線 の アタ リ を 顔 の りん か 
く ギ リ ギ リ に 近づけ ます 。 


ほん の ちょ っ と こち ら を 向く 。 向 こう 側 の 目 が 
わずか に 見 えて いま す 。 


頭 部 と 首 の つなが り を グー 
と 5 える 構造 デ ッ サ = / -、 
ン 。 や や アオ リ で す 。 


| て っ テーー 
横 に な っ て いる ポー ズ の / グ 
デッサン 。 / 


短く な り ま す 。 


アオ リ は アゴ か ら 口 まで の 距離 が 長く 、 フ カン は 


も 注目 し まし ょ う 。 


に 攻 イ に 


り 様 ( 


加 


アゴ か ら 口 まで の 距離 を 広く し まし ょ う 。 ヒ タイ か ら 上 の 


) 頭 部 の 面積 が 小 べ め に な り ま す 。 


(アオリ 


リ に な 


横線 を 上 : 向 き の 曲 線 
する と アオ 


り ま す 。 


アゴ の 下 が 見 える 場合 


| | mm | mm 


頭 部 ・ ア ゴ と 首 と の つなが り を と ら え まし ょ う 。 


wo 
ペッ で へ 


短く 


目 と 口 の 間 が 
な り ま す 。 


上 を 向く に つれ て 、 
目 は 細く な り ま す 。 


部 | 路 思 


ゲ 


ほぼ 横顔 に 近い / 
アン グル で す 。 / 


前 筐 | 量 


アゴ の 下 が 見 えな い 場 合 


瞳 の 大 き さ は あま り 細 くし 
な く て OK で す 。 口 から ア 
ゴ の 先端 まで の 距離 を 広く 
する こと で 、 ア オリ 顔 に な 
り ま す 。 


胴体 部 分 は 
フカ ン で す 。 


表情 と アン グル は 
描 を たい イメ ー ジ に 
合わ せ て 

有効 に 組み 合わ せま 
し ょ うか 


口 か ら ア ゴ ま で の 距離 を 短め に し まし ょ う 。 


) アオ リ 気 味 の 顔 と 逆 に 、 


プ カ ン 


ョ ヨット 。「 上 を 向い た 


典型 的 な フカ ン の シ 


NN 
こ 


上 か ら 見 た ポー ズ に 限ら ず 、「 頭 部 の 側 か ら 
と ら え た ショ ッ ト 」 は フカ ン が 多く な り ま す 。 


( 


フカ ン 


顔 」 で す が 、 


構造 デッサン 


顔 を こち ら に 向け な い 寝 交 Ul - | 


“ YY 


tt 


レク グン ググ と 


7 が 


RU 7 か 、 ン 
& (7 2 ボン 
NN i Ei 


少し 顔 を こち ら 
に 向け る 


i SS > に 
構造 デッサン \ | , \ の \ 


ほん の ちょ っ と で も 変わ っ て し まう 
= ほん の ちょ っ と で 変え られ る 


アオ リ 気 味 の ナ ナメ 向き 。 
で も な い ナ ナメ 向き の アタ リ 。 「 気 持ち アオ リ 」 … な ん と な く 
真正 面 や 読者 を まっ すぐ を 見 つめ て い 明る い ム ー ド を 出し た い 時 な ど 


る 感じ を 出し た い 時 な ど に 有効 で す 。 に 有効 で す 。 


伸び や か に 寝 そ べ る 


A 
作画 の 実践 一 微妙] が 生み 出す ムー ドー 


ーー 曲線 


アオ リ や フカ ン の 特徴 を 利用 し て 描く 
「 微 妙 な アン グル 」 が 、 キ ャ ラ の 表情 を 
多彩 に し ます 。 


ナナ メ 向 き を 描い た アタ リ で 
す が 、 横 の 線 を 下向き の 曲線 
で 描い た こと に より 、「 フ カン 
気味 の 顔 」 に な り ま す 。 


下向き の 「 普 通 の ナナ メ 向 き 」 の つ 
も り で も 自分 の 好み や 描き 
いさ 癖 と し て 、 実 は 「 や や アオ 
へ し 気味] や 「 や や フカ ン 気 
味 ] に な っ て いる こと が あ 
9 り ます 。 
pe, 顔 の 横線 の 傾き を 積極 的 に 
ルプ 利用 する こと で 、 同 じ 「 ナ 
イ ナメ 向き を 」 で も バリ エー シ 
ア ョ ン が 増え ます 。 微 妙 な ニ 
| ュ ア ンス を 出し た い 時 に 、 
\ 試し て み ま し ょ う 。 


フカ ン 和 気味 の ナナ メ 向 き 。 

「 気 持ち フカ ン 」 … な ん と な く 暗 
い 気 分 や アン ニュ イ な ムー ド な 
ど に 有効 で す 。 


@ 表情 バリ エー ショ ン 


ie 
ふせ 目 が ちの まな ざし 


目 を つむ お る 


Pp 


"4 


\ 


SN 


IG 
し 
つつ 
NM 
Nn 
ツ 


ES デー 
NE 
NN NN 


S 
4 <“ 
〆 ーー 


ち フ カン 


気持 


気持 ち ア オリ 
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首 ・ 肩 の つなが り を 学 ぼ う 


MM よしよし よ ルル ルル オメ ス オ メ メス スミス エス スス スエ オメ エメ オミ エメ エメ メ エ オメ トメ エエ メト オメ エス KTYKXYKXXJXXXKIYNKNXKYXNYKNKKYXKYYNYKYKKYKYYXYYKYKYKTYTYKKYYYYTYY す て と YK て と まま と ここ 


基本 の パス トシ ョ ッ ト 


首 ま わり を と ら え る ポイ ント 
僧 帽 筋 た ぅ ほ ぅ きん ) と 鎖骨 (さこ っ ) 


頭 部 か ら 首 、 そ し て 肩 へ の つなが り を と ら え まし ょ う 。 上 胸部 
の シル エッ ト と 立体 を 意識 し た 作画 に は 、 僧 帳 筋 (そう ぼう きん ) 
と 鎖骨 (さこ つ ) が 重要 で す 。 


首 と 胴体 と の つなが り 部 分 
に は ナナ メ の ライ ン が あり 
ます 。 こ の ライ ン は 僧 帽 筋 


ST られ ます 。 


僧 帽 筋 (そう ぼう きん ) 
と いう 筋肉 で す 。 


鎖骨 (さこ っ )。 
腕 アン グル や 動き に よ 
っ て ライ ン が 変わ り 
ます 。 描き 込む こと 
で 、 上 胸部 に 立体 感 


が 生ま れ ま す 。 
に 
ーー 
@ 構造 A. 頭 部 と 首 の つ 
肩 ラ イン ( 両 な き 目 
肩 を つない 
だ も の ) B. 首 と アゴ の つなぎ 目 


腕 の つけ 根 


. 首 と 背中 の つ 


や な ぎ 目 (背中 の 
始ま り ) 


正面 首筋 と 鎖骨 の 端 は 鎖骨 は 肩 の 上 に 
つなが っ て いま す 。 つなが り ま す 。 


僧 帽 筋 。 正面 か ら 見 た 
時 に ナナ メ に な っ て い 


首 の 細い キャ ラ に する 場合 


る の は この 辺 で す 。 
ーー トー アゲ 首 と 胴体 の つなが り 部 分 を 、 横 か ら 見 た 鎖骨 

脚 ほん の ちょ っ と だ け で も 曲 
部 線 に し まし ょ う 。 僧 帆 筋 の 
の 表現 に よっ て 、 キ ャ ラ に 立 

体感 が 出 ます 。 WW。 

僧 帽 筋 を 意識 し な いで 、 

定 鎖骨 は 一 部 を 描き 込む 直線 的 に 首 と 胴体 を つ な 

程度 に し て いま す 。 省 / い だ 場 合 。 平面 的 な イメ 
ー | 略し て も OK で す 。 ー ジ に な り ま す 。 


「 首 の シル エッ ト の 変化 ) 


@ 体 が 正面 向き の 場合 アン に 
Ff 顔 が ナナ メ を 
向い た 場合 
顔 も 体 も 正面 = | 
向き の 場合 


ea 4 


こち ら の 方 が や | \ 
2 つの 曲線 で 構 


NN ン ア / や な だ ら か な ラ 
成 され て いま す 。 ノル この Fe を | 


ーー 


7 パ 
*.。 顔 を 上 げ る 
\ に 


| 
“ / ゆる や か な ー 光 用 4 
N_ イィ 曲線 部 分 チ / 【 


f 
# 
| 


2 / / U 

に 3 首 の ライ ン は 首 を か し げた 時 と 、 
と ん ど 同 じ で す 。 

@ フ カン 首 と 胴体 の つなが り が 直線 的 に 見 える ケー ス 

アン グル の せい で 、 僧 帆 筋 の ナナ メ の ライ ン は 見 えな く な っ 


て いま す 。 そ の た め 、 首 と 胴体 の 繋が り の シル エッ ト は 見 慣 # 
れ た も の と 異な っ た も の に な り ま す 。 f 


鎖骨 に も 注目 ! | し 半生 で ASk、 < 和 い か か 
肩 を 下ろ し て いる 場合 。 上 向き の / 


ゆる や か な 曲線 に な り ま す 。 
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回 | 棋 画 | 民意 | 革 避 | 民 隅 | 棋 | | | 還 | 寺 ・ 沖 


フカ ン で 見 る 首 ま わり 


アタ リ 線 。 胴 体 を ひと 
か た まり の ブロ ッ ク と 
し て と ら え て いま す 。 


体 を 反らせ た 場合 “ 
僧 帽 筋 を し な や か な 2 
内 ライ ン で 描き ます 。 


の バ 
レン グン / ‘ N 
1 
a ! |) が 

の \ し アゴ アン 

\ ( / 僧 帽 筋 の ライ ン は 見 えな く な っ て いま す 。 
肩 を 引い た 場合 。 
肩 が 見 えな く な 


り ま す 。 


@@ 背面 か ら 見 た 首 肩 まわ り 


〆 っ 


僧 帽 筋 の ライ ン 
で す 。 
\ 
っ | ! j | 
この くら い 振 り 向 いて も 肩 
まわ り は 変化 し ませ ん 。 


言 ば 普通 に し て いる 時 ( 肩 を 上 げ て な い 時 ) の 
記 を げ る 肩 の 位置 を と ら え て 描き ます 。 


肩 を 上 げ る 
前 の 位置 


ナナ メ 前 に 出し て 
いま す 。 


RI 


Ws 
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Si 


民 可 本 | 翌 恵 | 陸路 | 弄 隊 | 形 寺 | 慌 | 暫 | 叶 


ts 


| 


古 


し 首 ・ 鎖 衣 ・ 肩 の 表情 に 注目 し よう 
@ 鎖骨 と 肩 の つなが り に 注目 の ポー ズ 


首 も と で 「 く ぼ み 状 」 
に な り ま す 。 


リー 、 人 骨 か ら 肩 へ の つ な 


が り が 見 えな く な り 


鎖骨 は 胴体 の 上 面部 の 目安 に な る と 同時 に 、 肩 や 首 の 動き せ 、 ア ング ル で 
見 え 方 が 様々 に 変わ り ま す 。 首 ・ 肩 と セッ ト で と ら え まし ょ う 。 


ラフ デッサン 7 構造 デッサン 
』/ 1 
/ 1 
鎖骨 は 首 の スジ か | 、 
ら つ な げ て と ら え ーー ブダ 
\ で と ら え ます 。 


& 


、 腕 の つけ 根 は 
| だ 円 の イメ ー 
| ジ で す 。 


/ 


@ フカ ン で と ら え る ポー ズ } 
旧 体 の 上 面部 と 肩 の ライ ン に 注目 の ライ ン 


正座 ポー ズ ms ノン 


J で st、 - 
/ Nm の ラッ 


鎖骨 は ゆる や か な 
曲線 を 描き ます 。 


| | re 
1 1 ww | 
| | 
\ \ 1 ( 人 | 
1 0 
_ 胴体 の 上 面部 を 
N と ら え ます 。 
に で ; 
\ f ヽ も \ 
\ / \ | | 
\ N 
\ \ 0 
4 \ | 
' | J 
/ / ヒザ に 手 を あて て 
へ — / 前 か が み 
、 ) 


両手 を 大 きく 広げ て 寝る 


胴体 の 上 面部 は 
だ 円 状 に と ら え 
ます 。 


鎖骨 は U の 字 状 
に な り ま す 。 


肩 の 筋肉 の アタ リ 。 肩 NN、 
に 乗っ て いる イメ ー ジ 
で す 。 


念 受 で 体 を 支え る ポー ズ / ど で 
胴体 を と ら え 。 』 . 

る の が ポイ ン 圭 

ト で す 。 


上 が っ た 肩 に ひっ 
ぱら れる よう に 鎖 
骨 が 動き ます 。 


鎖骨 が 肩 関 和 
より 後ろ に まわ 
アア り 込ん で いま す 。 


、 頭 部 と 肩 の 角度 を 決 
、 め て いま す 。 


鎖骨 が 首 ま わり に 独 
特 の くぼみ を 生み 出 
し ます 。 


デッサン 。 普 通 の ポー ズ ・ 
通常 アン グル と 同様 に 、 
V 字 状 に 鎖骨 の アタ リ を 
と っ て OK で す 。 


/ ッ プ ん = 1 

つと ダー SS ーー 1 

Cy ee a > ーー | 
が ~~ 


| | 
A 支え て いる だ け で A 


は 、 鎖 骨 は あま り 
大 き な 変化 は あり 
ませ ん 。 


力 が 入り 、 大 きく 乗り 出し た 動 寺 。 大 き な 
くぼみ に な り 、 鎖 骨 も 太く 浮き 出し ます 。 


N / 普通 に 体重 を 支え て 


MA 両 肩 が 上 が っ て いる 
いる 場合 。 鎖骨 の V 場合 。 鎖骨 は 深い V 
\ は 緩やか で す 。 字 型 に な り ま す 。 
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肩 と 腕 の つき 方 を 学 ぼ う 


1. 胴体 部 を キメ ます 。 


ら 肩 パ ー ツ は 胴体 の 
外 に と ら え ます 。 


3. 胸 の つけ 根部 分 が 
脇の下 で す 。 


4. 腕 の 長 さ は 胴体 を 
目安 に し て 描き ます 。 
ニー ショ ッ ト の アタ 
リ で 手 の 位 置 を と り 、 
腕 の 長 さ を 確認 し て 
描き 進め る の も 有効 
で す 。 


ーー 

腕 kk 終 ア メリ 手 の 位置 の K 
s デ アー ベン イ 目安  . / 

a i 


| \ | 


ーーーー 


腕 を 動か し て も 
僧 帆 筋 部 分 は あ 
まり 大 きく 変化 
し ませ ん 。 


股 

間 

部 

肢 

部 

定 : な で 肩 は 上 胸部 が 長く な る の で 、 
※ な で 肩 の 首 の 長 さ に 合わ せ て 、 首 は や 胴 長 気 味 に し た 方 が バラ ンス が 

ー や 短め に 描い て あり ます 。 良く な り ま す 。 


@ 腕 の 線 は どの 辺 か ら 描く か ほぼ まっ すぐ 上 に 


切れ 込ん 々 で いま す 。 _- pe 


腕 の つけ 根部 | / 1 
ッッ テー へ { | [ | 1 
アイ ベ キー \ A 
/ { A ビ H / 
/ アア J  ) 還 則 コ 切れ 込み 位置 、| | 
し | WM J | の 目安 ジン 
\N 1 / 
\ UU レン | 
Ws | 胸 の つけ 根 か ら 外側 | 5 Eb 員 
| に 向かい ます 。 リア ル な 体 で は 
| も っ と 下 で す 。 


VA 


IN 2 かー | 
” | ル 


普通 に 腕 を 下ろ し て い 

\ ーー る 時 、 痛 中 側 の 腕 の つ 

/ け 根部 分 が 、 外 に 向け 

| ト て 切れ 込ん で いる こと 

1 は あり ませ ん が 、 絵 的 
| に は OK で す 。 


① 胴体 ・ 胸 部 の 線 
⑧ 腕 が 下 に 入り 込む ( 刺 
さっ て いる イメ ー ジ ) 

③ 背面 か ら の ライ ン 。 
脇の下 まわ り の アウ ト 
ライ ン を つく り ま す 。 


脇の下 の ライ ン 、 つ な が り が し っ か り 描 か れ て いる 場合 。 
腕 の つけ 根 が 太く 見 えま す 。 


ルレ ング) へ 、 団体 と 迎 の つ な 
ば 目 部 で す 。 皮 


が 伸び て 、 こ の 
シル エッ ト を つ 


くり ます 。 
| V 彰 語 
きき # 


フィ ギュ ア や CG の よう な 印象 に 


脇の下 の 皮 の た る み を 少 
し に する と 、 ほ っ そり し な り ま す が 、 ス タイ リッ シュ な シ 
た も の に な り ま す 。 ル エ ッ ト が 生ま れ ま す 。 
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腕 の つき 方 が 立 
体 的 に 見 えて き 
\ ます 。 


- 胴体 の 側面 が 見 える 
アン グル 


脇の下 の 皮 


脇の下 ・ 腕 の つ 
け 根 を 単純 化し 
て 表現 し た 場合 


\ 
¥ 
/ / 


脇の下 の 「 皮 」 を ちょ っ と 意識 する と 、 
腕 の つけ 根 まわ り に 立体 感 が 生ま れ ま す 。 


腕 の ポー ズ や 向き の 違い /" 
で 、 肩 の 形 も 変わ り ます 。 


/ 〆 
アン グ 年 
} 


し J 
〆 / 】 


ポー ズ の アタ リ 。 骨格 デッサン 。 


真正 面 ア ング ル 


乳房 が 手前 に ある の で 、 
正面 か ら 腕 の つなが り ・ 
脇の下 が 隠れ ます 。 


WY 


肩幅 が 広い 、 背 筋 が 発達 し て いる 場合 な 
ど で 、 腕 の ポー ズ に よっ て は 勝部 分 が 見 
える こと が あり ます 。 


| 
ング 
と 
fr \ 


デ グ 
に 3 * キ オナ ーー ニー 
で mooーーーーー ツ ーー て 


, Vi 
肩 の 筋肉 の イメ ー ジ を 
だ 円 状 に と り ま す 。 


相本 | 中 因 | 


瑞 可 箇 | 瑞 吉 | 時 時 | 吾 | 理 還 | 出 | 寺 | 


し 腕 を 上 げ る ポー ズ ) 


る バン ザイ 
や や アオ リ 


腕 を 下ろ し た ラフ 
で 、 ヒ ジ の 位置 や 
手 の 長 さ を 確認 し 
な が ら 描 きま す 。 


/ 


# な 
1 
\ 


や や アオ リ の 構図 
で は 、 鎖 骨 は 水平 | 
に 見 えま す 。 


通常 アン グル 


脚 
部 
ーー 
鎖骨 は V の 字 で す 。 
足 肩 の 筋肉 と つなが \ 
っ て 見 えま す 。 P 
3 \ a 
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@ 伸び 
通常 アン グル 


ro 


左右 の ヒジ 位置 を 
と ら え る 目安 の 線 。 


本 導 1 
フカ ン の デッサン 。 頭 部 や 
胴体 の 上 面部 を キメ な が ら 、 
腕 の アタ リ を 描き 込み ます 。 


肩 を 描き 込む 前 | 
に 、 月 体 を ハッ | / 
キリ させ ます 。 | / 
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し 腕 の つけ 根 を 見 て みよ 3 ) 胴体 に 円 柱状 の 腕 が つい て いる イメ ー ジ で す 。 


通常 アン グル 


\ 腕 の つけ 根 を と ら え る だ 円 。 だ 円 の 


大 き さ が 腕 の 太 さ で す 。 ま た 腕 の 向 
寺 で だ 円 の 角度 は 変わ り ます 。 


腕 の つけ 根 を 
略図 的 に 描い 


】 大 き さ を そろ える た 


4 め の 目 安 の 線 。 
タン 


腕 を ナナ メ 前 と ナナ 
メ 後に 伸ばし て いる 
ポー ズ で す 。 


〆 人 Wh 腕 の つけ 根 の 位置 と 


シン プル な 脇 表現 。 


筋 内 を 強調 し て 、 構 造 的 に 
と ら え た 場合 。 


つけ 根 っ ぽ く 見 せる た め の 、 シ ワ の 
演出 表現 。 小 べ め の カッ ト や 体 と 腕 
の 立体 感 を 強調 し た い 時 は 、 こ うし 
た 表現 も OK で す 。 


や や フカ ン 


ーーー 


や や アオ リ 


腕 を 下ろ し た ラフ を 
描い て 、 腕 の つけ 根 
や 、 肩 まわ り の 構造 ・ 
雰囲気 を と ら え な が 
ら 作 画 し ます 。 


この アン グル は 、 と ら え 
られ る 脇の下 の 起伏 ・ 筋 


肉 ラ イン は わずか で す 。 
肩 の 筋肉 
腕 と 肩 の 構造 に カ ーー 
ゲ を 入れ た 習作 デ 
ッ サ ン 
。 肩 の 筋肉 。 
まわ り 込 ん 
腕 を 上 げ る 前 の 状態 = 脇の下 の くぼみ 
乳房 か ら の ライ ン 


肩 の 筋肉 が 強調 
され ます 。 


乳房 か ら 肩 の 筋肉 に 

つなが る ライ ン 
a デッサン 。 腕 の ポー ズ 

を つけ る 前 に 、 胴 体 に 


腕 が 肩 の 筋肉 の 下 に グー こだわ り ま し ょ う 。 
も ぐり 込ん で いる イ ーー 
yw メー ジ で と ら え ます 。 
簡略 図 。 と ら 脇の下 の 皮 の ライ ン 


= 肩 の 位置 、 
( 肩 の 形 に 注目 し ょ う ) レン 


” メン で 
) | 4 ( 間 還 
プ \ メ } の 
| く eg 
Z 4 
肩 の 筋 内 の 曲線 が 。 
美しく 出る ポー ズ 
ーー - 横向 き 。 通 常 腕 を 下ろ し て いる 時 の ヒジ と 手首 
。 アン グル で す 。 の 位置 。 腕 の ポー ズ は 腕 の 長 さ を 
/ 確認 し な が ら デ ッ サ ン し ます 。 
| 
@ フカ ン \ / リ アア 
ン レル 
\ / 肩 の 筋肉 の 丸み が ほ と 
\ ん ど で 出 な い 合 。 


/ 
/ 
\ 
\ 腕 の 動き に 応じ て 、 
肩 の 筋肉 の 丸み が 出 
て きま す 。 
ナナ メ 向 き 、 ナナ メ 向 き 、 
腕 を 下ろ し て 胸 を 反らせ た 
立つ ポー ズ ポー ズ | 


デッサン 。 肩 の 筋肉 と 胴体 の アタ リ 
の つなが り を と ら え まし ょ う 。 


横 に 上 げ る 


腕 を 主体 に と ら え 、 肩 の 筋肉 
を ほとん ど つ け な い 場合 。 


門 高く 上 げ る 


デッサン 。 肩 の 丸い 位置 は 、 腕 を 下 
ろ し て いる 時 より 少し 上 が り ま す 。 


f 
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フカ ン の デッサン 。 ポ 
ー ズ を 描く 前 に 肩 の つ 
_! き 方 や 胴体 の 確認 で 描 
NN く 習 作 デ ッ サ ン で す 。 


ヒジ が 外 に 開い て いる 

合 ( 腕 が 斜め 方 向 に 
上 が っ て いま す )。 肩 の 
筋 内 の まわ り 込 み は 見 
えま せん 。 


腕 を 下ろ し て いる 状態 に 重ね て みた も 
の 。 鎖 骨 の 変化 に も 注目 し まし ょ う 。 


が 肩 の つき 方 を と ら え 
る ラフ デッサン 


ヒジ を 閉じ て いる 場合 。 
肩 の 筋肉 が 見 えて きま す 。 


7 


ポー ズ 別 に ヒジ の 形 を 観察 し よう 


[ メ エ エメ ナミ エミ ミド アド で ミ ドミ ドド ミミ トミ トミ ミキ ミミ サミ ミミ ドミ ミト す で オ ミミ ミミ ミナ ドナ で ド で で で で で で で で で すす で すす で ミド ミミ で すす ド イア ミミ テマ エミ で ドミ アミ マト マ で ドミ ミミ ミナ ミエ ミド で ミミ ミミ ミミ ドド メト ミエ エ ミト メ ミミ ミミ ミミ ミミ ミド エミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミ メ ミト ミエ エミ ミオ ミミ ミミ エミ メメ ミ よ の 


ヒジ を 突き 出し た ポー ズ を 中 心 に 、 ヒ ジ の 形 や 
ヒジ の 表現 を 見 て み ま し ょ う 。 


b は ヒジ の 先 
端 に な る 、 骨 
の カゲ で す 。 


デッサン 。 関節 の 位置 を と りな が ら 
描 を まし ょ う 。 


| 


直線 的 に な り ” 
ます 。 


/ b の 半 円 状 の 曲線 は 、 表 画 
に 浮き 出し た 骨 の 「 カ ゲ 」 
で す 。 光線 に よっ て 、 見 え 
方 が 変わ り ます 。 


C 正面 を 向い て いる 
骨 の 下部 


ヒジ の 先端 部 
の アタ リ 


表現 バリ エー ショ ン 。 
簡略 タイ プ 


表現 バリ エー ショ ン 。 
ヒジ の 硬 さ を 強調 し 
た い 時 。 


腕 を 前 に 突き 出し た 時 の 脇 と ヒジ 


ヒジ 部 分 。 く び 
れ で 表現 し ます 。 


脇の下 部 分 は と て も シ 
ンプ ブル に な り ま す 。 


i 


手前 に 突き 出さ れ た 手 を 描く 時 は 、 手 を 
顔 の サイ ズ く らい に 描く と 迫力 が 出 ま す 。 
(遠近 表現 ・ 広 角 レ ンズ 効果 ) 

ヒジ は 見 えな く な り 、 腕 の 「 く びれ 」 部 
分 と し て 表現 し ます 。 


普通 に 写真 を 撮る と 
手 は この くら い 小 さ 


く 写 り ま す 。 


= 
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@ ヒジ の 先端 に 丸み を 意識 し て レン が 
描く と 良い ボーズ 3 ) 


/ ト | 」)、 アタ リ 。 頭 と 体 
ーーー を 答 き まし ょ う 、 


腰 の 位置 。 腕 
を 下ろ す と こ 
の あたり が ヒ 
だ ジ の 位置 。 


\ ( \ 
/ { \ \ / 
へ 
/ ヒジ の 位置 を 修正 し な が ら デ ッ サ ン 


る ヒジ の 先端 を 夫 ら せる イメ ー ジ で 
描く と 良い ポー ズ 


@ ヒジ の 骨 の カゲ 表現 


ヒジ の 骨 の アタ リ 。 丸く 位 
置 を と り ま す 。 


脇 肩 、 手 首 は 左右 同じ 高 さ で す 。 
左腕 は 正面 に 出し 、 右 腕 は 少し ナナ 
メ 向 き に 上 げ て いま す 。 


美しい 腕 の ライ ン を 描こ 


スス スス えよ ナメ ナメ メメ メ エ メ エ ナミ ユエ エエ エエ エミ エド ミエ メ エメ ミス ミト エ エト メ ミナ メメ メメ ミオ エミ エナ エ ミエ メト KTKAYKIKEXYKYYTYKNKAYYLYKLKKKKRXXYXIXKILKKLKKYKYKKKKKYKKKKYYKCKEYKYYYYYEYKYKKYEYYKKKLYYLYKKKCEKKKLKKK ま まま KK 


有 | 構 ・ 測 | 弄 理 | 更 細 | 


腕 を 構成 する パー ツ と 名 称 


イデ SN 
es = ューー 
| が 
の ン 


\ 


寄り か か っ て る 
ポー ズ 


肩 の 筋肉 を と 
ら え る ライ ン 


肩 と 上 胸部 の 構造 を 基盤 に し て 描か れ た 
ボディ デッサン 


二の腕 。 
上 腕 (じょう わん ) 
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LE ] ( 了 = 


HE 


腕 に 肩 の 筋肉 が 
乗る 感じ で と ら 
える と よい で す 。 


胴体 や 腕 の 長 さ の デザ イン 
し だ いで は 、 理 屈 通 り に 描 
いて も バラ ンス が 変 に 見 え 
る こと が あり ます 。 


ヒジ の 位置 は 
腰 あ た り 


長き と ライ ン の 特徴 


ー 般 的 な 、 胴 体 と 腕 の 長 さ の 関係 


ヒジ を 中 心 に 、 上 腕 と 下 腕 は 
ほぼ 同じ 長 さ で す 。 


下ろ し た 腕 は 、 股 あたり に 手首 か 手のひら 
が くる 長 さ で 、 ヒ ジ は だ いた い 腰 の 位置 。 


横 に 伸ばし た 腕 。 手 の ひら の 向き に 応じ て 、 


@ 腕 の ライ ン の 変化 腕 の ライ ン は 変わ り ま す 。 


に > 
に ーー ーーー 
\ 
Y 
レラ シーーー プ 
ペー" ご ea 
) ee 
4 ーーーーーーーー ン デジ ーーーーーー… 


れ 以 上 曲がら な ーー テー 


1 / 

IT 4 

リリ ヒジ の 骨 で 、 こ 
/  。 い は ず で す が … 


) ヒジ か ら 手 首 に 
向け て 細く な る 


か ら ヒ ジ に 向け て 
く な る 


肩 、 ヒ ジ 、 手首 の 位置 を 
と ら え て 描き まし ょ う 。 


ググ 


器 鹿 


選 計 Ir 


扇 


胴体 を と ら え る の が 、 肩 、 腕 を 描く 第 一 歩 で す 。 


' 胸 を 張る … 両 肩 を 後ろ に 
引い た ポー ズ 


腕 の 動 き と 肩 肩 は 腕 と 胴体 の 接続 ポイ ント 。 
@ 胴体 を と ら えよ う ] 
へ | 


バー ツ と し て の 肩 
の 丸み が ほとん ど ーー 、 
見 えな い 構図 で す 。 


| @ 肩 の 曲線 の 特徴 


普通 に 腕 を 下ろ し て 
いる 場合 


™ 


1 


腕 が 後ろ に 引か れる こと 
で 、 筋 内 の ライ ン が 現れ 
て きま す 。 


て 


丸い シル エッ ト 


腕 の つけ 根 は だ 円 で 


1 いい 、 の 相本 と し て 利用 し 
ます 。 


腕 の つけ 根 の だ 円 は 、 服 の 
袖 つき 部 分 を イメ ー ジ し て 
も OK。 服飾 的 に は アー ム 
ホー ル と いい ます 。 


実際 に は 肩 関節 の 位置 は 動き まま せん が 、 感 覚 的 に つ で と ら え た 関節 が 
_ 後ろ に 引か れる 、 と いう イメ ー ジ で アタ リ を と っ て も OK。 


腕 を 後ろ に 引く 


*、\、 と ら え ます 。 腕 本 体 


a _ 背中 側 の ライ ン は 腸 
て 体 の 厚み の 違い で 2 
Ns、 いし レグ 人 タイプ あり ます 。 
〆/ か 
i ; バ 
ri f 
0 A. 胴体 が 厚い タ 


イプ の 場合 


-/ BB 細身 、 ス レン ダー 
\、 タイ プ の 場合 


丸 さ に 、 肩 の 筋 内 らし 
さ が 現れ ます 。 


波線 状 の ライ ン 


肩 の 筋肉 で 、 腕 の 
太 さ の イメ ー ジ が 
変わ り ま す 。 子 ど 
も っ ぽい キャ ラ は 
少な め 、 大 人 ふう 
キャ ラ は 豊か に 内 
づけ し まし ょ う 。 


| 腕 の ポー ズ に 学 ぼう 」 / 


伸ばし た 腕 ピン ト L A 
@ 腕 を 前 に 差し 出す U 


両 肩 、 両 ヒジ 、 両 手首 を 
平行 に と り ま す 。 


の が 


手のひら を 上 に 向 
けた 場合 。 腕 の ラ ア 3 
イン が 変わ り ま す 。 SS 


/ / 手首 を 下 に 
AN 。 曲げ た 場合 


リン 前 に 出し た ヒジ の 位置 は 
| 胸 を 目安 に し ます が 、 実 
ペー ニー ザン 際 に や っ て みて 確認 する 


だ こと も 必要 で す 。 
だ 


フカ ン の 立ち ポー ズ ・ 

ラフ デ ッ サ シ 。 て と 

か ら 歩 く ペ ポー ズ に し N / 4 /! 

ます 。 2 、、 | 腰 を 目安 に ヒジ の (I 
位置 を と り ま す 。 


( 腕 を 交差 させ る ) 


肩 を 傾け て 片腕 
を つか お む 


両 肩 を 上 げ て 
腕 を 交差 


HK | { 
(| 』 
| } 
ーー | 
| | 
足 | 1 
| | 
| | 
ーー 上 


\ 


通 に し て いる 時 


' \ 
肩 ラ イン の 傾き に あわ せ て ア 
ンダ ー バ ス トラ イン も ナナ メ 重ね て みた 場合 。 ほ ん の ち 
に と っ て いま す が 、 仕 上 が り よっ と の 上 げ 下 げ で す 。 
で は 乳房 は こん な に 傾け な い 
ほう が 自然 に 見 えま す 。 


肩 を 上 げ る - ミ 8 
前 の 位置 ON 、 = 
| 8 


4 1 \ 


| : アン ダー バス ト 
[ の 目安 い 


パ アタ リ 。 ポ ー ズ 全体 
の シル エッ ト を と り 
な が ら 、 関 節 の 位置 / 


い Y / | を お さえ ます 。 グ 


@ 腕 と 了 乳房 の 関係 4 見 て みよ う 


手 を 前 に そろ えて 
立つ ポー ズ 


アタ リ 。 肩 、 ヒ ジ 、 股 の 
位置 を と ら え ます 。 


両 腕 を 後ろ に まわ し て 立っ 
て いま す 。 
乳房 を 優先 する 場合 腕 の ライ ン を 優先 する 場合 


胸 の 下 で 腕 を 組む 


姿勢 。 体 の 上 面 を 


oo 


と ら え まし ょ う 。 1 M 
自然 に ビジ を 抱え る 程度 に 腕 を 組ん だ 場合 。 
/ 乳房 は わずか に 寄せ られ ます ( 胸 の 谷間 で 
(| 表現 )。 
人 ご) 
いい / 
乳房 は 腕 に 押さ れ て 手 が 添え られ て 
中 央 に 寄せ られ ます 。 見 えな く な る 右 
腕 か ら 描 きま す 。 
ブラ な どの 支え が な いと 、 
乳房 は 垂れ た 形 に な り ま す 。 7 
| ん へ | アタ リ で イメ ー ヒジ の 位置 を 
\ ジ を つか み ま す 。 と ら え ます 。 
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乳房 を 支え る よう に 腕 を 組む 


(① 下 の 腕 を 描き ます 。 ⑧ 上 に 乗せ る 手 の ア タリ を 
入れ ます 。 


⑧ 肉 づ けし ます 。 ーー、 (④ 形 を 整え ます 。 
ノ Lo 


し 1 | の oo アタ リ 。 記 ヒジ 
9 / 手首 の 位置 を と り ま す 。 


腕 に 隠れ て いる 
部 分 


上 が っ た 肩 


wata sae も と の 肩 の 位置 


中 | |YJ 
} い 1 J 


_ | 立ち ポー ズ 


. 上 が っ た 下 乳 
” (アン ダー バス 
ト ) の 位置 


体育 座り の 腕組み 


A 


| 
| N 
1 A 
\ WM 
} 
隠れ る 部 分 の 作画 。 肢 | / 
の ポー ズ 、 ヒ ザ ま わり / \ い が 
を 描き 込ん で か ら 腕 を \/ 
描 を ます 。 ーー he 4 ee 
4 
A 
腕 に 圧迫 され た 
mm スタ イル の 違い (乳房 の 位置 が 少し 下 に 
ある 場合 な ど ) に よっ て は 隠れ な いこ と 
も あり ます 。 
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セク シー キャ ラ の 手 の し ぐさ を 学 ぼ う 


LC た に た きよ ルミ メメ ミエ メメ トナ オト エメ エエ ドミ ミミ ミミ トナ メト ミエ エエ ドナ ミミ ミミ オメ トミ エミ ミエ ミミ ミナ ミミ オミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミド ミド ミミ テア エト ドミ すす です PPY で EYEYYEYPPYEYYYYYTYEYYKYKYPYYYKYYYYYTYYYYEYEKYYEKYYKYKYYKYKEYKLYKCKEKECLKKKKCLKCKLCCCLCLKKKKKKK ミ と 


の 作画 


@ 手のひら と 指 の バラ ンス 形 を シル エッ ト で と ら え ます 。 


手 の 大 き さ 


指 の つけ 根 は 曲線 
状 に な り ま す 。 


ここ 


手 の 厚み ( 指 の つけ 根部 分 ) 


人 抽 か ら は 手首 が 細く な っ て J 1 1 / 
いま す 。 手 の 向き 、 腕 の 向 、、 5 
き に よっ て 手首 の 太 さ は 変 し 指 の つけ 根 は だ 円 で す , 
わり ます 。 の て 、 


@ 手 の 厚 み を と ら え まし ょ う 


関節 部 分 の 丸み を 
と っ た も の 。 


小指 の つけ 根 は 
薬指 の つけ 根 に 
隠れ ます 。 


\ | 板 状 を イメ ー ジ し て 
1 | 形 を と り ま す 。 ゆる や か に わん 
に 曲 し て いま す 。 
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関節 を 理解 する こと は 大 切 で す が 、 
関節 を 意識 し すぎ る と か えっ て わか 
ら な く な り ま す 。 雰囲気 を 大 切 に し 
て 、 大 づか み に 単 純化 し て と ら え る 
こと か ら は じ め ま し ょ う 。 


右手 


右 手 Ac N、/ ee さ 
* 3 へ へ Wa 
N U 1 \ A 1 \ 
NK ボボ パ リ CN 委 
は へ 、 の ビル J ノ \ 
左手 a | \ 
3 ① アタ リ の 作画 。 形 の イメ 指 の つけ 根部 分 を 決め て 、 
ー ジ を 描き まし ょ う 。 手 の 指 を 描き 込み ます 。 


全体 の シル エッ ト で す 。 


バ し * 
参考 : 指 の 関節 。 ヤ IP 人 
構造 透視 図 > 
① アタ リ 。 大 づか み に (iN クッ ン 
生ま 形 を と り ま す 。 I ーー 
人 差し 指 は 「 線 」 で NN 
\ トッ 
N N 
NN 
i ペー ニーー 
同じ よう に 指 を 曲げ る 中 ーー N 
指 か ら 小指 まで を ひと か 
た まり に と ら え ます 。 
と 


指 の つけ 根部 分 を 簡単 
NR 


@ 指 の ポー ズ を 線 で 描き っ 拓 
な が ら 肉 づけ し ます 。 ~~ 


指 の つけ 根 の 〇 を 描き 込ん 
すご く 複 雑 そ う も と も と の アタ リ は こ で 手のひら の 厚み を と ら 
な ポー ズ も … ん な 感じ で す 。 


え 、 指 を 描き 込み ます 。 


鏡 に 映し た り 、 誰 か に ポー ズ を と っ て も ら っ て 描き まし ょ う 。 
※ デジ カメ や ケー タイ 写真 も 便利 で す 。 


[アタリ で 学ぶ 、 手 の 形 ) 


@ 合図 ・ サ イン の 手 


関節 を 描き 込ん だ も の 


に 
KN ズー アタ リ 。 お お よそ \ \ 


の 形 を と る 単純 な 2 
ボッ クス タイ プ 。 \ N に ) 


ヽ 1 を の 4 | 

x ww い 

メ 、\、 仕上 が り イ メー ジ を 反 用! 
レ \) 映し た タイ プ 。 人 差し yy 

/ 指 を 少し 起こ し て いる ーー 

! な 図形 で わか り ま す 。 4 


曲げ た 指 を ひと 
か た まり に と ら So 


えて いま す 。 ジン N a 


ひと か た まり に 
xX と ら て いま す 。 
IN 


NM 


開い た 形 全体 を 
と ら え る アタ リ 


そい グ / 
人 ひと か た まり に 
/ / と ら て いま す 。 
| グ 
な に げ な い 驚 き ・ 戸 惑 い の 手 
3 - 
人 Re 
に Ne TS、 
oe 、 ペッ \ N 
N \ \ 1 
に 
無意識 に 開か れ て いる 手 大 づか み に と ら え た 全体 の 


シル エッ ト 


eeeeoeoooo ら の る の の で の や の の の る の ら の の で る で で の で の の や の や の で の ゃ で の で の の の の の の で の で の る で で の の の の の の る ぐら の の の の で の る の の の る で る の の で の の の の の の の る で の で の ぐる の の の の ゃ の る の o の eo 


中 指 の つけ 根 が 高く な り 、 人 差 
し 指 の つけ 根 が 見 えな い ア ング 
ル で は 、 人 差し 指 の つけ 根 は 中 
指 の つけ 根 よ り も や や 下 で す 。 


ツメ の 向く 先 を 集中 させ る イメ ー ジ 
で 描く と よい で す 。 


(へ の 


NWA) 


/ tl ノー 
に アデ \ 2 メ 


Seeo oe で ら の の の ら る の の の の る の の の の の の の る の の の の の ぐ の の の の の の の ら の る る の ぐる の の の の る の る る の る の の ぐ の の ぐら の の の の る の る で で の の の で の の の の る の の で ぐ の の の ぐ の ぐる の の の の で る の の の る ぐ の の @ ら で oo の の の の の は 


手 の し ぐさ 女性 らし い 手 の 特徴 を し ぐ き 別に 見 て み ま し ょ う 。 


(アピール する 手 ) 


| / 指先 を 微妙 に 


手 が セ クシ ー に 見 える 
ポイ ント 

@ 手の甲 が 長く 、 幅 を 祭 
り 広 くし な い 。 

@ 指 を 気持 ち 長 め に 描く 


手首 を 返し て 
みせ る の も 細 
い 手 首 が 強調 


Ns の > @ 指先 は ほっ そり させ る 
< 5Y RC 狼 NNY 手首 も 細く する 
及 ググ 4 和 2 
ー | MN 


手の甲 が 長く 見 え 
る よう に 、 軽 く 握 
つて 指 を ちょ っ ぴ 
り 見 せま す 。 


手の甲 が し な っ 
て いる の が わか 


立て た 指 は 少し 
反らせ る と オシ 
ャ レ で す 7 


\ ? 
ンジ と 
> ルク 

(7 ジス A 

\ A ジン ンジ 
ング LON) 

Y 9 ンジ 用 
N 
M/ Vy 
/ 


/ 
の 


| \ KN N 
| ツメ は 気持 ち タ テ 長 
J に 描い て ね 


きき 


ーー ニテ ぎゅ っ と 握っ て いな い 手 の 表情 や 、 さ り げ な い 
(ほお づえ の 手 ) テク ニッ ク を を 見 て み ま し ょ う 。 A Rk 
て / I アタ リ 。 シル エ 
| / | へ | ッ ト で と ら え る 
/ [NW リル 手法 で す 。 
/ / 9 
ルン / / 3 


手首 の シワ を ほん の 
少し 入れ まし ょ う 。 


N N 中 指 の 腫 ( け 
ん ) を ほん の ち 

\ IN よっ と 描き 込 
アグ \ む 表 現 。 


A 
> | ト 】 ほん の ちょ っ と 骨 を 表現 。 手 に 立体 感 を 与え 、 同 
ジグ / し な や か な 大 人 の 女性 っ ' 時 に し な や か さ を 与 え 
ぼ さ が 出 ます 。 が 


る 表現 で す 。 
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(組ん だ 手 ・ 顔 を 支え る 手 ) 顔 の 近く に 手 が くる 演技 で は 、 ツ メ の 美 し さ が 重要 で す 。 


N ング デ Se いす 
NN \ N\ / \ 
WW (た た 4 1 。 
NM アリ | 
(3 左右 の 指 の 演技 | ーー リア タリ 
の 違い に 注目 し トト 、/| コ 
ー | まし ょ う 。 PU に 


の 1 
指 の つけ 根 が 重要 で す 。 
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2 な ーー 


の ミー W 
ーー ュー で で 。  // | デッサン 。 指 の 
SA | 位置 を 修正 し な 
ラー] | | が ら 描 きま す 。 

| 1 


手の甲 の し な り 
と 手首 の 細 さ が アク ンプ / NN 
キメ 手 で す 。 / | 
MA 
人 ( AN が | 
a < 
w ) 指 を し っ か り 
で リク / 組み 合わ せ て 
/ 人 K i 
eh 
ea 
ee EE 
の 
et 
グ ー \ 
2 ノ | 
一 見 、 組 ん で る 
左右 非対称 の 指 の よう に 見 えま す 
測 で 明る さ が 生 が 、 手 を 重ね た 
まれ ます 。 


だ け の 場合 。 


どの 位置 で 手 を 
組む か で も ムー 
ド が 変わ り ま す 。 
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( 寝 ポ ー ズ の 手 ) 


顔 の 近く に 手 が く る の で 、 ツ メ を 
て いね い に 描 きま し ょ う 。 ま た 、 
し な や か な 指 が 演出 され る 、 指 の 
うけ 根 の 線 に 注目 し まし ょ う 。 


指 の つけ 根 を 丸く 取り ます が 、 
指 の ライ ン は 〇 か らく びれ た 
曲線 を 経て 指 を 描 を ます 。 


と アク 


手の甲 は 気持 ち 丸み を 帯び た ライ ン で 
描き ます 。 力 を 抜い た 感じ が 出 ま す 。 ー 


指 を 開い て いる の で 、 く つろ ぎ 感 が 生ま れ ま す 。 


. 手 を うつ ・ 手 を 合わ せる ) 


アン グル 的 に 中 指 ま で が 重要 で 
す が 、 ほ ん の ちょ っ と 人 差し 指 


を 描き 添え まし ょ う 。 


ン / 。」 合わ せ て 描い た 段階 
ジン で 、 手 の 厚み や 手首 
、_。 まわ り の 太 さ を 調整 

"LL ま し まう 
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美しい バス ト の 曲線 を と ら え よう 


乳房 は 、 胴体 の 上 に の っ て いる 丸く や わら か い 
脂肪 と し て と ら え まし ょ う 。 


乳房 の ライ ン の 、 
脇 ・ 肩 へ の つ な 
が り を と ら え ま 
し よう 。 


// 参考 : カゲ 表現 


乳房 の 下 に カゲ を 入れ 
る と 重 さ や 立体 感 が う 
まれ ます 。 


寺 | 念 正面 
部 
_ 自然 な 形 演出 し た 形 
ト に [< ー pa 
内 
中 | 
回 
ky 
[| 
少し 持ち 上 げ 
られ て いま す 
i 
部 乳房 は 少し 外側 
_ に 開い て いま す 。 ! 
\ 中 央 に 寄せ られ て 
いま す 。 
部 / | 1 / | 
_ 乳房 の 問 の すき 間 を 生か す ブ ラ 谷間 を つく る ブラ 
(すき 間 ブ ラ ) (谷間 ブラ ) 
定 乳房 の 自然 な 形 と 柔らか さ を ア ピー ル し ます 。 乳房 の 大 き さ や 形 、 張 りや ボリ ュー ム 感 
を アピ ー ル し ます 。 寄せ る だ け で な く 、 
上 げ る 効果 を 持つ も の も あり ます 。 
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@ ヨコ 


谷間 ブラ 


肉 が は み 出 る イ 
メー ジ で す 。 


乳房 に そっ て き 
れい に 布 が 覆い 
ます 。 


デ 
\ 。 
) 
すき 間 ブ ラ … 自 然 な 乳房 の 曲線 に 近い 谷間 ブラ … ボ ー ル の よう な 形 で 弾力 感 や 
寄せ て 上 げ ら れ て いる 形 を 美しく 演出 し ます 。 ボリ ュー ム 感 を 演出 し 、 乳 房 の 存在 感 を 


分 、 上 に は み 出 し ます 。 強調 し ます 。 
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バス ト サ イ ズ の 描き 分 け | 随 り 出し 方 と 形 を つく る 曲線 を 描き 分 け ま し ょ う <。 


( 大 き い タ イ デリ 」 還 | 


EE rr 3 ーーーー he 
正面 ~ , ~~ 


N 胴体 の 幅 よ り 外 に 
広がり ます 。 


側面 の 幅 が 乳房 で 隠さ れ ます 。 


背面 ポー ズ A 
、、 / 

脇 か ら 乳 房 ks 

が 見 えま す 。 ノ 


下 乳 か ら 腰 まで の 距離 が 短く な り ま す 。 


ae 


ヨコ 
に 1 a | 
wr \ の イメ ー ジ で ! 
用 描き ます 。 | 
部 ーー、、 / 


3 ハッ キリ し た 
曲線 


/ の 9 6 を 


| 「 や NZ し / さら 
脇の下 に 向かっ て 深く 、 太 い ラ イン ミミ グ | ne 

ーーー で 描き まし ょ う 。 重 さと 大 き さ が 表 oe 
現さ れ ます 。 ~ 


正面 


胴体 の 幅 く らい } 


1 


/ ナナ メ の ゆる や か 
N な 曲線 と 丸い 曲線 
時 ( を 組み 合わ せ て 形 / 
| 
ゆる い 曲 線 


い 


短め に 半 円 状 の 曲線 を イメ ー ジ し まし ょ う 。 


* 


か が むと シワ 
\ が で きま す 。 


ナナ メ 前 


側面 が は っ きり と ら え ら 
れ ま す 。 


アノ 
\W 


へ そ が 見 え 、 お な か の シワ 
くら いま で の ふく ら み を 演 
出し ます 。 
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wae ョ 5 二 請 記 議 2| 人 表 的 な バリ エー ショ ン を 紹介 し ます 。 乳 房 と 乳首 を 
乳房 と 乳首 の バリ エー ショ ン 組み 合わ せ て 、 理 想 の バス ト を 表現 し まし ょ う 。 
し バス ト 表 現 ) 


N 
柔らか タイ プ へ 、 レ し ンプ 


鋭角 タイ プ 
乳房 の つき ぎわ の 目 こ 
安 。 ど の タイ プ も 、 
| 基本 的 に は この 位置 


か ら 描 きま す 。 ガ 
アン ダー バス ト 


( 下 用 部 の 目安 ) し 


肘 | 乳房 の 大 き さ に よっ て 、 ア ンダ ー \ | 
バス ト の 位置 は 下がり ます 。 


1 7 
ーーーー 巨大 タイ プ 控え め タ イプ 
胸 / し \ | 
部 J J 
| 1 
| / 
1 \ 
@ 横 か ら 見 た 形 の いろ いろ 乳房 の ぬ ふくらみ の 曲線 (乳房 の 形 ) と 乳首 の 大 き さ の 違い で 、 
様々 に デザ イン され ます 。 乳 輪 (に ゅ うり ん ) を 省略 する こと 


も あり ます 。 


デア 

に | プ - グ レン 
六 K アン ・ ン 
si) レス 

| ど 

| f 

| / 
けい 


脚 」 { り ¢ 
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乳首 と 乳 輪 の 表現 ) 


位置 の と りか た 


乳房 の 丸 さ に あわ 


ど レン: せ て と ら え た 円 


円 の 中 心 


な 


円 の 中 心から ナナ メ 下 
(外側 、 や や 下 ) に 乳首 
の だ 円 を と り ま し ょ う 。 


くっ きり タイ プ ぽっちり タイ プ 
乳 輸 は 乳首 を 中 心 に し た 円 で す が 、 乳 房 の 曲面 に 応じ て だ 円 形 に な り ます 。 
@ 乳首 表現 の バリ エー ショ ン FA 


/ 7 1) 
\ / 1 | / 
< 


ee 


乳首 は 乳房 全体 に 対 
し て 小さ な 突起 な の 
で 、 点 や 半 円 で も 表 
b ; i 現さ れ ま す 。 
円 を ら つ 描く も の 。 乳首 だ け 描く も の 。 下面 を 乳首 と 乳 輪 の カゲ を 強調 乳首 と 乳 輪 の 両方 に カゲ の 
太く し た 突起 表現 。 気味 に 描い た も の 。 アク セン ト を つけ て 、 立 体 
感 を 演出 する も の 。 


乳房 の 変形 ・ 柔 ら か さ の 演出 


へ 3 
1 
〆 
sy と 
\ ンプ ンク の 
| / 
i へ \ 
Fd \ 1 \ 
/ 1 \ 
1 、 
\ 
静止 状態 。 突き 出し て ゆら す 。 サラ シ な ど で 圧 迫 す る 。 壁 な ど に 押し つけ る 。 変則 的 に 巻く 。 
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胸 も と を アビ ピー ル す る ポー ズ で す 。 お も に 大 き さ や 和 柔 
ら か さ を ア ピー ル す る ポー ズ な の で 、 谷 間 を 強調 し た 
り 、 ふ くら み を 強調 する 構図 が 用 いら れ ま す 。 


バス ト を アビ ピール する ポー ズ 


ye 


で SWAoynAo 


= @ ブラ で 演出 


姿勢 の よさ と アン 

| グル 効果 。 豊か な 

| |」 バス ト と 谷 問 を ア 
ン | ピー 放 


4 
| 
| ば 
腕 | 
| 「 前 か が み ポ ー ズ 。 


/ 谷間 ブラ で 、 大 
” き さ 、 ボ リュ ー 
ム を アピ ー ル 。 


| 


前 か が み で ボリ ュー ム 
を アピ ー ル 。 すき 間 ブ ラ で 、 
形 の 美 し さ を 
アピ ー ル 。 
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@ ブラ な し の 各 ア ング ル シル エッ ト に 注目 し よう 。 と 〆 WE 


反っ て 見 せる 


アオ リ で 見 せる 
下 乳 の 魅力 を 強調 する 。 


ブラ で 形 を 整え て 
いる 場合 。 


NN 


胴体 部 分 と 隠れ て いる 乳房 も | 
描い て デッサン し ます 。 | 
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腕 で 寄せ る 


肩 ラ イン は 水 


通常 。 バ スト 「 トニ ーー 4』 平 の まま 、 バ 


トッ プラ イン あッ が 、 ス トト ッ プ ラ 
| と 肩 ラ イン は WW 」 YA イン を 傾け て 
平行 で す 。 MD / - | 、 描き ます 。 


か が ん で 谷間 を \ 
見 せる 


谷間 の 線 は 〇 と 
谷間 の 線 は 直線 〇 が 接する 感じ 
的 に な り ま す 。 で す 。 

間 の 広 さ は 様々 


な の で 、 好 み で 
設定 し よう 。 


ーー ト f eC 1 
乳房 は 左右 か ら 押 され る と 、 く っ つ 左右 の 乳房 は 離れ て いま す 。 
いた と ころ は 直線 的 に な り ま す 。 


床 に 寝る 


さえ つけ ら | 
て + 癌 と 全面 に 内 男 に そっ て に 、 い ラ イン に 
ふく ら み ます 。 "ME な り ま す 。 
= に 


乳房 が 横 に 広がっ て 、 床 面 上 に 
曲線 の ライ ン に な る 場合 。 


胴体 と 乳房 を と ら え る た め に 、 上 
に ふく らん で で きる シワ を 強調 し 
て アタ リ を と っ て いま す 。 


押し つけ る 
外 に 大 きく ふく らん 


だ イメ ー ジ の 曲線 を 
描き を ます 。 


\ 


くっ つい て いる 部 分 は 直線 的 に 
な り ま す が 、 左 右 か ら 押さ れ て 
いる わけ で は な い の で 、 ど ちら 
か の 乳房 の 曲線 を 優先 し て ゆる 
や か な 曲線 を 描き ます 。 


(乳房 の 動き を 演出 ) 


腕 で 両側 か ら 押 され て いま す 。 体 の 傾き に よっ て 、 バ スト 
ボリ ュー ム の ある バス ト を 設 ライ ン が 変わ っ て いま す 。 


定 し ます 。 
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@ 揺れ 表現 の いろ いろ 
ブラ の ある 場合 


ブラ で し っ か り 固 定 さ れ て いる 場合 。 


乳房 の 変形 に よる 動き 表現 。 ブ ラ は 本 来 乳首 が 浮き 出さ な いよ う 
に 作ら れ て いる も の が ほとん ど で す が 、 そ う で な いも の も あり 、 
また 、 演 出 と し て 乳首 が 描か わか れる こと も あり ます 。 


ブラ の な いり 場合 


左右 に 揺れ に くい 分 、 上 下 に 長く な っ た 
平 べ っ た い 感 じ な る 場合 も わり ます 。 


乳首 の 位置 を 上 下 に ずら し て 
描き ます 。 


へ 
ec 


走る ポー ズ に 躍動 感 
が 演出 され ます 。 


上 下 の 揺 れ 


乳房 を も っ と 変形 し て 
カゲ や 短い 効果 線 、 動 く 前 の 乳首 の ダイ ナミ ッ ク な 動き を 
位置 を 薄く 描き 込む の も 効果 的 で す 。 演出 


a セク シー な 胴体 を 演出 し よう 


ーー まず は 腹筋 や ろ っ 骨 な ど を 描き 込み まし ょ う 。 ま た 、 お へ そ を 描く 
橋間 証人 AR 


マン トー 
ーッ ダー の アー ン 
1 ] 


2 
| 腹筋 の 割れ 。 . も 『 
くぼみ ます 。 / 4 
2 le / ろ っ 人骨 
中 心 線 は 引き 
締まっ た 胴体 
を 演出 し ます 。 


夫 9 
下腹 部 の 曲線 ライ ン は 好み で 入れ よう 

股 に 向かう 曲線 ライ ン 。 

腹筋 の そば か ら で き る ライ ン と 、 腹筋 の 外側 か ら 

で きる ライ ン が ある の で 、 好 み で 描き 込み ます 。 

目的 は 下腹 部 の 丸み の 演出 で す 。 


腹筋 の 曲線 が その まま 股 ま で 
曲面 を 生み 出し ます 。 


ン ベ | 
ア | 
ず 
ーー 
a, 
、_ 


お な か 表現 の いろ いろ ) 


@ 正面 "引き 締まり 感 を 強調 し た 場合 


この あたり も 
くぼみ 線 が で 
きま す 。 
みぞ お ち ヽ 
ろ っ 骨 の 
し 5 ん 4 ん かく 
腹筋 部 分 | 
= 


下腹 部 の 曲線 
ライ ン ( 外 ) 


下腹 部 の 曲線 
ライ ン (内 ) 


内 タイ プ 。 頭 身 が 
短め の キュ ー ト な 
キャ ラ に 向い て い 
ます 。 


外 タ イプ 。 骨格 の 
し っ か り し た 大 人 
キャ ラ 向 き で す 。 


バリ エー シ ヨン キャ ラ の イメ ー ジ に 合せ て 描き まし ょ う 。 


\ J | ' Ce 
バート smam ' 1 Dh- 


| ーー 腹筋 上 部 の 
[ くぼみ 。 上 下 の 腹 筋 の 
N 
| / 、 腹筋 か ら つ 
下腹 部 下腹 部 レー な ける ト 
の 曲線 の 曲線 // | 部 
| (@) N 
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( お な か の 表現 を 見 て みよ う ) お へ そ に も 注目 。 正面 か ら は 丸 や だ 円 形 な ど で 描 か れる お へ そ は 、 
横向 き の 体 で は タテ 長 や 線 状 に な り ま す 。 


@ 模 向 き @ ナナ 向き 
- 体 を 反らせ る いて 。 2 


通常 スタ イル や や 太め の スタ イル 


(メリ ハリ を 強調 ) 


ツ 。 ろ っ 骨 の 


) 服 朋 (上 部 ) 
ペー くびれ 


| 
腹筋 (下部 ) 


横向 き で は お へ そ は ほとん ど 見 えま せん 。 


や わら か な 起伏 を 、 中 央 の 腹筋 の 線 と へ そ で 


信 は う ポ ボーズ 表現 し て いま す 。 
腹 
部 ンー デ 
/4 ンー 
ー ガ レン に 
| \ 
1 
| 


下腹 部 の 曲線 
ライ ン ( 外 ) 


す 
| i 
| 
| / 
| / 
| 『 
eg | | 
| 1 
108 | \ | i 
| 。 \ プ ー 
き 1 〆 


@ M 字 開 肢 


腹部 は あま り 強 調 ア 
され ませ ん 。 トイ 


Ed oe 


> デア / 
/ & 


お へ その 形 で 、 腰 か ら 下 
を 突き 出し て いる こと を 
表現 し て いま す 。 


ン / 


NM 
月 
\ 計 


| 


きま す 。 . SI。 
作画 の 途中 。 中 心 線 は へ そ と つなげ て いま 


す 。 仕 上 げ で 途切れ させ る こと で 、 腹 部 の 
起伏 を 表現 し て いま す 。 


へ そ は 丸 形 を 基 
本 に だ 円 状 に 描 


へ そ 。 ア ング ル 
に よっ て タテ 長 
a の くぼみ で す 。 


腹部 と 胴体 の 立体 感 SS 
が 肉感 的 に 現れ ます 。 
1 
A 
1 」 N \( sss \ Se 
く 、 ヽ NN \ N w NSJ 
ボディ デッサン SM N 
A 

中 心 線 の まわ り 込 み 。 人 


体 の 曲面 と 厚み を と ら 
える アタ リ 線 で す 。 に \ 
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背骨 、 肩 甲骨 ( ょ ん こぅ こっ )、 腰 の くびれ で セク シー な 背中 を 演出 し よう 


マナ ミド ミド サマ ミト ミ マエ エミ すす ナド ドナ サミ で で です すす で で すす す で すす ミド すす です で すす ミド で で すす で すす で すす ドド です ミ エエ ドサ す ミド ドミ ミミ す エミ ミミ すす ミ ミナ です すす です ミミ す すす ミミ すす ド すす すす で ドド で で ミド すす で で エド で エミ サミ エミ ミナ ミミ ミミ ミミ エメ ミエ ミ ミミ ミミ ミ メ ミミ ミエ ミサ ミオ ミミ オメ エメ エミ バエ 


腰 の くびれ を 生み 出す ボディ ライ ン と 、 シ ンプ ル な 背面 に 浮き 出す 背骨 の ライ 
ン が 背面 の 魅力 で す 。 ポ ー ズ の 核 に な る 首 か ら 肩 の ライ ン も 重要 で す 。 


/ ーー ペー ご 


僧 帽 筋 ラ イン 


肩 四則 ーー 
(けん こう こつ ) NN 腕 を 上 げ る 


背骨 の ライ ン いい 肩 甲骨 の 下部 が 
| 開き ます 。 
a 6 肩 甲骨 の ライ ン が 平生 
a ヒジ を 張っ て 腰 に な り 、 中 央 に 寄り ます , 
手 を あて る に 


革 避 


背骨 も 深く 浮 
き を 出し ます 。 


/ 
前 


フカ ン の 構図 で も 、 僧 帽 筋 の ライ ン は 
デッサン の 決め 手 に な り ま す 。 


腕 を 下ろ し て いる 
時 と 重ね た も の 。 
僧 帽 筋 部 分 は ほ と 
ん ど 動 きま せん 


、 肩 の ライ ン を 水平 に と り 、 
、 僧 帆 筋 ライ ン が な る べく 
均等 に ナナ メ に な る う よ 
うに 描き ます 。 
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@⑯ ナ ナメ 首 と 肩 の ライ ン 、 背 骨 の 表現 に 
注目 し よう 。 


体 を 反らせ て 
振り 向く 
1 本 の 線 に な 
り ま す 。 
肩 を 少し 上 げ て 
いま す 。 


ーー = 


\ ペ 
\ N 
1 9 
\ 
a k | 
、 ーー 反り 気味 の 姿勢 。 腰 は 大 きく 
くびれ 、 背 骨 の 線 も 腰 の 近く 
に 深く 現れ ます 。 
k 
\) し な り を 意識 し た 
\AY 振り 向き ポー ズ 
ポイ ント / 
| 。 会 | 反り の 姿勢 の シル Ne 
」 MV / エッ ト の 美 し さ に が け で し な や 
は 、 脚 線 が 影響 す が な ライ シッ に 
横顔 を 見 せる 「 る こと も あり ます 。 な D ま す 、 


1 


胸 が 見 えな いく らい の ナナ メ 向 き ア ング 
ル は 、 背中 が 美しく セク シー に 見 えま す 。 


」 

{i 
{ 
i 


背面 ポー ズ の 腕 と 背中 


人 @ 振り 向き キメ ボ ポーズ 


両 ヒ ジ を 張っ て いる の 
で 、 肩 甲骨 が 中 央 に よ 
っ て いま す 。 


上 半身 を 反らせ た / 
姿勢 な の で 、 背 骨 / 
の ライ ン は 腰 あ た / 


り に 深く 入り ます 。 


腕 の つけ 根 を 


2 と ら え る 目安 
/ の 線 
て | 
Ty > A | 
i \ / | 


アタ リ 。 肩 の 角度 と 背骨 を 
軸 に バラ ンス を と り ま す 。 
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育 中 の 面 の 見 え 方 と 肩 の ライ ン が 重要 で す 。 
胴体 の 形 を と ら え まし ょ う 。 


胴体 に 肩 が つい て 、 
肩幅 に な り ま す 。 


< ブラ の ライ ン の アタ リ 。 
\ 曲線 の 向き の 切り 替え 
\ ぶ で 、 側 面 を と ら えま す 。 


頭 部 と 胴体 の デッサン 


人 @ 硝 だ け 振り 向く 

く TS 
ah N 
し た 腕 。 肩 の ライ ン っ 
は スム ー ズ で す 。 


前 に 腕 を 出す と 
肩 の 筋肉 が 現れ 
ます 。 


@ ナナ メア ング ル イメ ー ジ ラフ デッサン - 
し な り の ポー ズ な の SR ゝ 、// 
で 、 背 骨 の ライ ン は も 2 
大 づか み に S の 字 ・ ん の 
に 入れ ます 。 「 , へ 
\ | に 


| 


ボディ デッサン 。 背 | 
と お 尻 の 線 で 、 背 中 の 
面 と お 尻 の 向き を と ら 
えま す 。 


中 心 線 の アタ リ 。 背 中 の 面 
と お 尻 の ふく ら み に そっ た 
1 本 の 曲線 で す 。 


@ ひね り の 振り 向き 


へ イメ ー ジ ラフ を アレ ンジ 肩 を 削り ます 。 #\ 
/ , ) し て 立ち ポー ズ に し ます 。 
。 


乳房 を 大 きく し ます 
( 横 か ら 見 た 形 に 近 
いも の に )。 


背骨 を 外側 \ で 
に 寄せ ます 。 


振り 向き ポ ボーズ の Nl 
ボディ デッサン を 
改造 し ます 。 


完成 。 上 の 「 ナ ナメ アン グル の 振り 向き ポ 
ー ズ 」 と 背骨 の ライ ン を 比べ て み ま し ょ う 。 
背中 の 表情 の 違い が わか り ま す 。 
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へ 
@ 片手 を つか む ポ ー ズ / 2 へ N 


| ペペ 1 \ KA 
で NNK Ss / 
ML キー 


両 肩 が 見 え ) 、 。/。 奥 の 肩 が 見 え > 
る タイ プ 。 ) っ ノン な い タ イブ 


奥 の 肩 が 見 えな い タ イプ の 関節 の 位置 
両 肩 が 前 に いっ て いる の で 、 肩 甲骨 の 下 
側が 開き ます 。 


肩 が 見 える タイ プ は 、 両 肩 を 後ろ に 引い 
て いる の で 、 肩 甲骨 が 背骨 に 寄り ます 。 


| @ アオ リ の 場合 肩 の ライ ン に 注目 し まし ょ う 


横向 き に 近い 
ナナ メ 向 き 


構造 と 立体 を と ら え る 
習作 。 


@ 腕 を 上 げ る  ・ 首 と 肩 ま わり の つなが り に 注目 し まし ょ う 。 
グ re \ 


〆/ "で 
/ ノ 〆 シィ ヽ 


フ / 


腕 を 横 方 向 に 上 げ る と 肩 の 筋 
肉 が は っ きり し ます 。 


肩 と 肩 甲骨 の 
ライ ン が 直線 


的 に な る 場合 デッサン 。 構造 と シル エッ ト 


を つか み ま す 。 


ライ ン を 曲線 的 に 


アタ リ 。 構造 を 主体 に 
と ら え て いま す 。 


柔らか で 丸み の ある お 尻 を 描 


CC て TT て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て すす て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て て TT 


う 


1 


丸み の ある シル エッ ト を 意識 し て と ら え まし ょ う 。 


Pere CITY TT TTT TT TTT TT 腰 
た ーー ee 目 の 始ま 
り 位置 
ee も っ と も お 尻 
| の 突き 出し て 
いる と ころ 。 
ee 体 下 部 
人 お 尻 の 下線 と 股 の 線 は ほぼ 同じ 
ei お 尻 の 幅 (骨盤 の 幅 ) 高 さ で す 。 
| 
ゝ ゝ マン ガ や イラ スト 、 ア ー ト な ど 
ーー 0 お 尻 と 股間 @ お 万 表現 で 用 いる デフ ォ ル メ 表 現 で す 。 
割れ 目 の 線 が 浅い 」 
タイ プ | 
… キ ュー ト に 見 え 
る お 尻 


| | 割れ 目 の 線 が 深い 
脚 を 開い た 場合 。 ロー アン グル | タイ プ 
で は 体 下面 が 見 えて くる の で 、 ー ダ イナ ミッ ク に 
且 和 癌 ES 各 体 の 厚み が と ら え られ ます 。 見 える お 尻 


ず か に すき 間 を 描く こ 
| と も あり ます 。 


2 つの タイ プ の お 尻 ) 


通常 タイ プ ダイ ナミ ッ ク 
股 の 位置 が お 尻 タイ プ 

の 下線 と ほぼ 同 

6 お 尻 の 下線 より も 
じ 位置 高い 位置 に 股 が あ 


り ま す 。 


. / お 尻 の 大 き さ 
の 印象 


\ 正面 か ら 見 た 


ダイ ナミ ッ ク と ーー 場合 
タイ プ | 
ング | 


股 の 間 か ら お 尻 の 肉 が 
わずか に 見 えま す 。 


大 きい 


1 ここ まで お 尻 、 こ こ お 尻 か ら 脚 まで ひ 
か ら 脚 が は じ ま る 、 | と つなが り に 見 え 
つつ バ 
2 dy お 尻 の 肉 が も っ と 
い 見 えま す 。 


ポイ ント お 尻 は だ 円 や 丸 を 描い て 形 を と ろう 。 
\ | 中 心 線 か ら つ 

な げ て アタ リ 
4 を と り ま す 。 


| | 

| \ 
だ 円 を 2 つ 描い て 、 お 尻 の ボリ ュー 〇 を イメ ー ジ し て 、 お 尻 の 下線 の み 描 
ム を と り ま す 。 いて も OK で す 。 
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JE MI み no ポー ズ や アン グル で 変わ る いろ いろ な お 尻 の 形 を 見 て 
Ea > 


参考 : お 尻 の ライ ン の 変形 


( 形 を アビ ー ル ) ル 


/ | 「 い 
ー 片足 を 上 げ て お 尻 を | [ (て 1 
アピ ー ル ae | テー 
/ 
i 


上 げ る 前 


受 | ヒザ を 上 げ て い 
| ます 。 お 尻 の 丸 
ーー ノン ク さ 、 形 が 美しく 3 
| 現れ ます 。 体育 座り の 場合 、 丸 い シ ル エ ッ ト が 現れ 
SS ます が 、 割 れ 目 は ほとん ど 見 えま せん 。 
に 
\ \ 
a ! | ) 
あぐら の 場合 は 肉 が 平 べ っ た くつ ぶれ 、 
どこ が お 尻 か わか ら な く な り ま す が 、 
お 尻 の 肉 の 柔らか さ が 現 れ ま す 。 
対 くぼみ の 線 に つい て ” Y / 
部 ノノ ン / / ( 


ーー 骨盤 の 上 端 に 
で きる くぼみ 。 


~。 ンー 


| くぼみ を 描く こと で 背中 と お 尻 の 間 | 
] が は っ きり し ます 。 骨盤 の くぼみ は 省略 し て も OK で すず 


アタ リ 。 ポ ー ズ 
イメ ー ジ 


お 尻 を 浮か せ て 
、\ 横 座 り 


ブラ と パン ツ を 
描き 込ん だ 場合 


体 の 曲面 が は っ きり 
し ます 。 
朗 そ べり ボー ズ 人 > 
/ ン と - 〆 と 
/ と PF ーー アン 
し / NN 和 a 
ーー 用 
1 / N 
KR 
ピ ーー ーー 


お 尻 を 突き 出す 


@ | mm (エム ) 」 の 字 ふ う シ ル エ ッ ト の お 尻 


| まる ( 〇 ) を 二 つ 組 み 合 わせ た 形 で 、 中 心 線 
| か ら の つなが り を と ら え まし ょ う 。 
| 
ォ 
SE 
/ ーー NN 
の 
2 _\/ 


い NN 
肢 
部 
足下 
120 


ーー ン ガ / \ 
用 体 前 画 か ら の \ 
体 下 面 の . NSK 4 まわ り 込 み 
中 心 ④ Be おぶ N 
胴体 の 立体 を つ NN N 
くり 出す 曲線 / N 9 
胴体 か ら の つなが り 
も と ら え 、 胴 体 の 幅 
や 厚み を 意識 し て 措 


| きま す 。 


| ほぼ 1 本 の 曲線 
| に な り ま す 。 


肉感 演出 


ぴっ ちり し た パン 
ツ の 場合 、 肉 に 少 
し 食い 込む の で ラ 
イン が 途切れ ます 。 
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(座っ た ポー ズ の お 厄 ) お 尻 の 丸い シル エッ ト を と ら え まし ょ う 。 


べったり 座っ た 場合 手 で 支え た 場合 


丸い 部 分 


ーー 。、 丸い 部 分 
広がり ます あま り 広 が り ま せん 


柔らか そう な 丸い 
お 尻 に な り ま す 。 


カカ ト が 離れ 、 お 万 が 
べったり 床 に つき ます 。 へ 、 


Vi / 
散 テー へ 
部 お 尻 が 少し 持ち 上 が 
日 クタ | 征 | ss り 、 骨 盤 が 立っ た ツ 


/ ヒザ を つけ る / ル エ ッ ト に な り ま す , 
股 ルン 
問 に 


Ne 丸み の 出る 部 分 


w 、 体 が 前 に 倒れ る の で 、 
少し お 尻 が 上 が り ます 。 


正座 (カカ ト の 上 
に お 尻 を 乗せ る 


体重 が か か る の 
で 、 お 尻 を 上 げ 
て いる 時 より も 
丸く な り ま す 。 


下 、 床 に つい て 直線 的 に な る 部 分 
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脚 は お 尻 か ら つ な が っ て いま す 。 お 尻 と の 「 つ な ぎ 目 ] が わか 


お 尻 と 太もも の つなが り ら な いも の と 、 お 尻 と の 「 つ な ぎ 目 」 が は っ きり わか る も の が 


お 尻 + 太もも に くびれ が で きる も の 


a \ 


| \ 
| 
部 | \ 


腕 1 
| っ なき 目 いい 


/ 踏み 出す と こち ら の くびれ は 
な く な り ま す 。 


※ 特 に お 尻 と 太もも の 表現 に こだわ 

る 必要 が な い 場 合 は 、 お 尻 か ら の く 

びれ な し に 太もも に つなげ る こと も 
. あ り ま す 。 


デッサン 。 つ な むき 
は 脚 の 作画 の 目安 と 
し て も 描か れ ま す 。 


し (つなぎ目 が 出 な い ケ ー ス ) 


お 尻 + 太もも が ひと つなが り の 曲線 に な る 例 


ひと つなが り の 曲線 
に な り ま す 。 


これ ら は 、 お 尻 か ら の くびれ 
を 描く と 不 自然 に な り ま す 。 


胴体 の 厚み と 脚 の つけ 根 を と ら え よう 


で で すさ すす すす です で で で で で サド で です サテ で すす で で テ すす で すす で で ドナ ミサ ドナ で アミ て エサ トド で で すす ミサ マミ す エエ ミミ エ ミド) 


CCPEPPFPPPETTTTPPYPTPPYPTYYYYYYYTYKLYTY で ミア ミミ トマ トミ ミミ ミミ ミミ ミミ トト トト ミミ ミミ トミ ミミ ャ ドミ ミミ ミミ ミミ アト エミ ミミ ミミ ミミ エミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミオ エエ ミミ エミ ミミ ミミ ミミ ト 


股間 部 は 胴体 と 脚 を 理解 する た め に 必要 で す 。 胴体 の 最 代 
を ロー アン グル の ポー ズ か ら 学 びましょう 。 


セー に 0 
# ッ ー Ss 


両 ヒ ザ を つい て 後ろ に 
反っ た ボーズ 
(ロー アン グル ) 


胸 | | 
脚 の つけ 根 の 線 。 胴体 の アタ リ は 、 そ の まま 
| . 太い シワ で す 。 つけ 根 の だ 円 に な り ま す 。 太 も % 
” 太 さ と 立体 感 が つか め ま す 。 


民 器 沼 


7 / Sa Ne xX 
部 AN 4 
は 軸 st ー ーー に 
入信 正面 アン グル は 立体 感 を 出し に くい で し | 
0 す が 、 パ ン ツ と 脚 の つけ 根 の 曲線 で 立 ) 級 | 
足 7 4A 必 体感 を 演出 し ます 。 AV I 
a 股間 部 の 後ろ に まわ り 込 む 曲 線 で 、 有休 醒 
ーー 奥行 き 、 立 体感 が 生ま れ ま す 。 


胴 休 か ら 股 に か け て の ライ ン を 決め よう 


寝 ポー ズ か ら 片 肢 
を 引き 上 げ る 


台 に 脚 を か ける 


a.b. 脚 の つけ 根 の ライ ン 
a… 太 も も に つなが り ま す が 、 股 間 部 か らく びれ て 太もも に つなが り ま す 。 
b… 脚 の 立体 に そっ た 曲線 で す 。 


« 。 ク / / 
! { 


1 ら 7 


厚み を と ら え ます 。 脚 の つけ 根 、 股 間 、 お 尻 で 
胴体 の 最 下 bbe ns 


@ 胴体 の 厚み を と ら え る 胴体 の 最 下面 の 中 央 


筋肉 の 筋 が 太 
く 入 り ま す 。 


脚 の つけ 根 の 線 


脚 を 閉じ て いる 状態 K ンー 脚 を 開い た 場合 


お 尻 の 肉 の 線 


アオ リ の 場合 | お 尻 の 肉 の 線 が 
ん ん _ 変化 し ます 。 


6 は う ポ ー ズ 


股間 部 は 曲線 の まわ り 
込み で と ら え まし ょ よう 。 


胴体 の デッサン 。 こ の 段階 で は 、 脚 は お 尻 
か ら つ な げ て 形 を と り ま す 。 


| 
= 
| 
| 
a > 
C Bo る w 
ナナ メ 後 ろ お 尻 ま わり の デッサン 。 股間 部 と 脚 の つけ 根 
(や や フカ ン ) に ee の ライ ン を 整え ます 。 


ほん の 少し 
ナナ メッ 後ろ 
(や や アオ リ 気 味 ) 脚 の つけ 根 の 
線 は わずか に 
出 ます 。 


筋 内 の 線 が 少し 
浮き 出し ます 。 


中 心 線 も まわ 
| り 込 み ま す 。 
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届 誠 器 議 i 


器 鶴 


古 


| HW | 吾 | 避 寺 | 蛋 | 置 | 困 ・ 写 | 四 ・ 下 | 理 還 i | 吾 還 | 


@ 寝 ボ ポー ズ ・ 仰 向け 
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SS 


お 尻 か ら 脚 、 体 下面 ( 股 ま わり ) を 描く た め の デ ッ サ ン 


お 尻 に 胴体 が 隠れ て いる アン グル の 
作画 手順 


NN 
① 腰 か ら お 尻 ま で の ライ ン を と り 
ます 。 

⑧@ 腹 部 か ら の 曲線 を と り ま す 。 


N | ③ も う 片 方 の お 尻 の 丸み を と り ま 
N パ | す 。 


と eo の の の の の の の の る の の の ぐ の る の の の ぐ の の の の の の の の る の の ぐ の る の の の の の の る の の の の る の の で ぐ の の の の で の の の の で ぐ の る の る の の の の る の の 


Se ooeoooooeoo る の の @ の の の の る の の の eooeoooeooeoooeooooeoeoooo 


脚 の つけ 根 の 線 。 


@ 寝 そ べ り ボーズ | 


肢 を 開く 


お 尻 の 角度 


I イイ SN 


脚 の つけ 根 の 線 は 
お 尻 か ら の ライ ン 
と 重なり ます 。 


身 を 起こ し て 大 きく  . 
足 を 踏み 出す 、 |/ 前 後に 脚 を 開く と 、 お 尻 は 
c \ 平 べ っ た い 感じ に な り ま す 。 

\ また 、 体 下面 の 平ら な 感じ 

が わか り ま す 。 


@ 蹴る ポー ズ 


、 通常 アン グル 


力 が 入る の で 、 
筋肉 の 線 が 浮き 
出し ます 。 


1 
1 


脚 を 上 げ る 前 


左右 に 大 きく 開く と 、 
筋肉 の 線 が 強く 浮き 
出し ます 。 


ーー ツヤ で 、 乳 の 上 に お 万 の 肉 炊 
i | な っ て いる の が わか り 
| まき 


股間 の 丸み 胴体 の 立体 感 は 股間 に も 反映 され ます 。 丸み の 曲線 も 、 体 に 立体 感 を 与え ます 。 


133 


し な や か な 線 で セク シー な 美脚 を 描こ う 


外側 に ふく 
ら み ます 


上 ふくらはぎ 


回 議 環 天 | 叶 東 | HH | 民 末 | 更 還 | 


和 


スネ 部 分 


ペデ 


mw * 


足 は 頭 部 くら い 
の 長 さ で す 。 


1 


ヒザ は アゴ の 高 
さく らい まで 上 


| が り ま す 。 ,/ 


左右 の 太もも の 形 や ス 
ネ の アウ トラ イン は 、 
足 の 向き に よっ て 変わ 


り ま す 。 


お 尻 か ら の 丸み が 反映 
され た ダイ ナミ ッ ク な | | 
曲線 ライ ン 。 | 


ヒザ は 、 上 部 に し 
も 骨 の カゲ を 入 | 、 や s 

れ て も OK で す 。 ヽ ヾ SS 
内 側 に も 少 

ゆる や か な 曲線 

に よる 太もも ラ 


し ふく ら み 
ます 。 
イン 
ヒザ か ら 下 は 、 
「 下 肢 (か し )」。 
スネ パー ツ で す 。 
スネ パーツ の ラ 
イン は ふく ら は 
ぎ に よ っ て つく 
られ て いま す 。 
ふくらはぎ 月 
1 全身 と 脚 部 の 比率 
J し 太 足 の 高 さ の 分 、 脚 
ーー- こも が 長い 設定 で す 。 


脚 線 の 表情 を と ら え よう 


外側 の ライ ン 
伸ばし た 脚 の が 丸み を 帯び 
太もも が 太く ます 。 


な り ま す 。 


ヒザ を 少し 前 に 


、 上 』 内 太もも の ライ ヽ 
W/ 1 N ン が 内 側 に ふく \ さら に ふく 
| ie ら み ます 。 | ら み ます 。 に 
1 / 3 
まっ すぐ 立っ | まっ すぐ 伸 ば 
会 | し て いま す 。 スネ の 骨 の 肛 
oe I に くぼみ の 線 
し 1 が で きま す 。 
9/ | _、 
し g 
脚 が ナナ メ を 片 ひ ざ を 上 げ る 
向い た 場合 | グ 
つま 先 が 外 を 向 
いて いる 脚 。 太 太もも の 太 さ が 


も も は 太い で す 。 『 は っ きり し ます 。 


つま 先 が 正 面 を 向 
いて いる と 太もも 
ライ ン は 細く な り 
ます 。 


横 に 踏み 出し て 
いま す 。 
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育 面 


カカ ト が 地面 に 
つい て いる 場合 つま 先立ち の 場合 
頭 
部 
li 
胸 
部 
肩 の 1 こち ら の 太 
いら | も も が 細い 
腕 \ で す 。 
肘 /" 
有 。 
の は 
ノ 珍 
i * レミ 
腕 ヒザ の 裏側 \ 
に 曲 \ 
線 で 軽く シワ を  、 | まお 
= 入れ ます 。 \ | 比べ て み 
1 う 。 太もも に も 筋肉 
主 \ | の 線 が 軽く 浮き 
| | 出し ます 。 
安定 し た ポー ズ で は 、 脚 に 
| よけい な 力 が 入り ませ ん 。 
胸 | 
部 
i 
店 | ポイ ント ヒザ の 裏 を と ら え よう 
部 
\ | / YM 
) | グ / 6 
中 / # NN 
= a / し で デ 
re 両足 と も つま 先立ち 。 脚 に 
際 時 も 、 ヒ ザ 関 節 の 
叱 丸み を と ら え ます 力 が 入り 、 ヒ ザ の 裏 に 筋肉 
部 の 線 が は っ きり 現れ ます 。 
に 
股 | 
部 1 スネ パー ツ が ヒザ 裏 
か ら つ な が っ て いる 
よう に 描き ます 。 
=| 
て 、 足首 の 膝 が 浮き 
| 出し ます 。 
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腰 か ら 下 を も っ 
と ひね っ た 場合 


お 尻 の ライ ン 


脚 の ライ ン 
太もも 、 ヒ ザ の 変化 を 見 て みよ う 


a+b お 尻 と 脚 の つなが り が 
は っ きり し ます 。 


【 / グ 
の ) \ 
ア A が w 
\ / W 
/ の ング N 
泊 We 
ん Na 


と 4 


や 1 RNN 
人 NN 
グ 


N、 


の 
は グ 


ここ A | 


ポイ ント 
肉 が パン ツ よ り 上 に 
な っ て いま す 。 


デッサン 。 太 も も は 脚 線 の 始ま り で す 。 脚 の 
つけ 根 ・ 股 と 胴体 の 最 下 面 を と ら え まし ょ う 。 


この アン グル で は 、 太 も も は ほとん ど 
(1 太 さ が 同じ まま ヒザ に つなが り ま す 。 
\ 直線 に 近い 曲線 を 用 いま し ょ う 。 
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姿勢 は まっ すぐ 
で す 。 


太もも が 太く な 
り ま す 。 


| ふく ら は ぎ ヒザ 
\N 太もも の の ふく ら み 


、 ひざ 頭 を 丸く 
ペー 描き ます 。 


くら は ぎ 
の ふく ら み 


姿勢 を 反 ら し て 、 
も うと ダイ ナミ ッ 
ク に 脚 を 開き ます 。 


も に 筋肉 の タッ チ を 
、 | 加え ます 。 


へ ヽ さ 脚 の つけ 根 の 線 が 
ーー 直線 と 曲線 を 組み 見 えて きま す 。 
合わ せ た ヒ ザ 表 現 。 


@ ヒザ まわ り ・ ヒ ザ の 裏側 に も 注目 し よう  , . fi 


ヒザ の 裏 
ンク 
A 
ヒザ 裏 の 線 は 、 
上 ふくらはぎ に 
つなが る イメ 
ー ジ で と ら え 
ます 。 
ヒザ は 脚 線 の 一 部 と し て 描き ます 。 
① お 尻 ー@⑧⑥③ 太 も も ー④ ヒ ザ の よう 
に 流れ で と ら え まし ょ う 。 


ヒザ 裏 の 短い 
曲線 で 、 ヒ ザ 
まわ りや 脚 の 
立体 感 が 演出 
ズ され ます 。 


ラフ で 胴体 と 脚 の つけ 根 を と ら え ます 。 
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太もも の 立体 感 を と ら え まし ょ う 。 


) U \ 
いい 
\s い 


脚 ニー ソック ス は 、 ちょ っ と 踏み 出し た だ け 
部 脚 の 立体 感 と 向 で ライ ン が 上 向き に 変わ 
。 き を 演出 し ます 。 り ま す 。 


| 肉 に 食い 込む 「 く びれ ] 表現 。 
| ニー ソック ス は 肉感 表現 の 効 
| 果 が あり ます 。 
に 


アヘ ュー し 

肩 

& 太もも の 肉感 、 
腕 存在 感 を 与え る 

タッ チ に よる 曲線 

ーー 筋肉 表現 

肘 

有 

腕 

グ / 

手 デ / 
胸 


ん 


上 ふくらみ 


前 に 踏み 出さ れ て い 
る の で 、 上 向き の カ 
ー ブ に な り ま す 。 


下向き カー ブ に 
な り ま す 。 


カカ ト を 上 げ て 
立つ 


アオ リ 


へ 片 ヒ ザ を 
NN 前 に 出す 


くびれ が 目立た 
な く な り ま す 。 


片足 立ち で 
足 先 を ひね る 


6 の fF 
く へ ッ ンダ 
AA 太もも が アッ プ の 状態 に 
な る の で 、 太 も も は 曲線 


)) を 強調 し な いで 棒状 に 措 
人 く と 自然 に 見 えま す 。 


ニー ソック スラ イン を 入れ る と 立体 感 が 出 て きま す 。 
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(太もも と ヒザ ) 


ヒザ と 太もも ライ ン 、 脚 の つけ 根 に 
注目 し まし ょ う 。 | 
~~ / * 太もも 


RA 


参考 : 立ち ポー ズ の 太もも と ヒザ 


に 


脚 を 開い て 座る 


vv ず \ 
内 側が ふく ら み ます も 
に 
ト - <】 | 
月 i マ へ 
中 ヒザ は だ 円 の 両 脇 を 
ヒザ に も 注目 > \  , 描く イメ ー ジ で す 。 
og / \ | 
英 | 描く イメ ー ジ で す 。 4 \ 
部 
CA 
股 全体 が 均等 に 太く 、 
問 ヒザ に 向かっ て 細 
四 床 に 座っ て 開 脚 1 & プ | く な り ま す 。 
肢 N 
部 QA ヒザ は や や 細長 い だ 円 の 上 
下 の 曲 線 を 描く イメ ー ジ 
中 
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@ 開 脚 ボー ズ の 脚 線 と 脚 の つけ 根 太もも 、 ヒ ザ 、 ヒ ザ か ら 下 の ライ ン の 変化 を 観察 し まし ょ う 。 


脚 の つけ 根 に スジ 
が 現れ 、 く ぼ み を 
つく り ま す 。 


床 か ら 離 れ ま す 。 


つま 先 が 上 が っ 
て いる 場合 


床 に つき ます 。 
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し (しゃがむ ・ 座 り 込 む ) 


@ 大 も も と ヒザ の 動き と 変化 
ヒザ を 大 きく ee ヒザ を 閉じ る 。 \、 ノノ 
上 横 に 開い た 時 の S/ / らん | 
に ] 太もも ーー ヒザ の  。 > 5 / 
長 さ の 目安 8 | { | 
FE 
胸 
部 


ヒザ 位置 の 目安 脚 の つけ 根 を 


うら は ぎ が 
ふく ら は ぎ が と り ま し ょ う , 


上 ふくらみ ます 。 太もも 部 分 が 
短く な り ま す 。 


内 太もも 側が 
ふく ら み ます 。 


ヒザ を 床 に つく 


太もも の 肉 で 、 パ ン ツ の ラ 
イン は 隠れ て いま す 。 


太もも が 外側 に 
ふくらみ ます 。 


器 副 短 


紀夫 


内 太もも は くびれ の な C 
い 、 ス トレ ー ト な ライ ヒザ の アタ リ を し っ か り と っ て 、 
距離 が あり ます 。 ン に な り ま す 。 脚 の 太 さ (厚み ) 意識 し まし ょ う , 


大 


| y X 


ヒザ を 開く " 


| 、 いま す 。 内 太もも の ライ ン や 、 
ヒザ まわ り の シル エッ ト の 違い 
| を と ら え まし ょ う 。 


左右 非対称 。 右 と 左 で 高 さ が 違 通常 アン グル で す 」- / 


ヒザ を も っ と 開く 


| 足 の 位置 の わずか な 前 後 の 
違い で 、 内 太もも や ふく ら 
は ぎの ライ ン に 違い が 出 ま 
す 。 ど ちら か に 決め て 、 左 
右 対称 に 描く と 楽 で す 。 


に N 脚 の つけ 根 
ん ムート 
/ \ 
he / esors 
人 いて 


< と 左足 の 位置 は カカ 
デッサン 。 脚 の つけ 根 と ヒザ の アタ リ を N、 ト が 手前 で す 。 
丸く 取り まし ょ う 。 1 
※ この 段階 で は 、 左 右 そろ えて いま す 。 ek 


右 脚 は や や 奥 (カカ ト 
が お 尻 の 下 ) で す 。 


座り 込ん だ 場合 と 
〆 SN 
| | \ 
フカ ン で す 。 脚 部 は 必要 ! A 
に 応じ て 左右 対称 に 描き し が > 
まし ょ う 。 ニー ニー も 
= 
わずか に ふく ら は ぎの ふ a 
くら み が 出 ます 。 1 1 
= ラフ デッサン 。 
/ 床 に つい た 股 の 
位置 を と り ま す 。 
< a 
J グ グ \ 


od _ 145 


| ダ オ ナ ミッ グ ク な まみ シー ポーズ 」 


タッ チ に よる 


が で きま す 。 


/ I | 肉感 表現 
扇 真横 に 開 く / / | \ (に 1 

腕 / ア 1 、 半 
ーーーー ゴ / 1 

肘 て 

。 / ム 片 ヒザ を 前 に つい た 
騰 ヾ 場合 。U 字 状 の ライ 
| ン で す 。 

は こ 5 
pk 

腕 = 
ーー くぼみ 状 に カゲ we 
学 


筋 内 の スジ が 浮 
きき 出し ます 。 


J A ヒザ 上 部 の 骨 カ ゲ 


ヒザ を 正面 に 向け る 


ヒザ 部 分 全体 の アタ 
リ 。 大 き な だ 円 で す 。 


少し 前 か が み に な る 
の で 、 腹 部 に シワ が 
\ 入り ます 。 


単純 な 線 だ け で 


表現 する シン プ 
ル な ヒザ 表現 
ふく ら は ぎの 
ヒザ の 角 が 強く 浮 
き 出 し て いま す 。 
脚 の 向き が 変わ り 、 ど 
脚 線 も 変わ り ます 。 
ec 


くら いで す 。: 


A 
人 


ッ 
Se 


ヒザ 下部 の 
骨 カ ゲ 


上 ふくらはぎ の 曲線 
が 前 面 に 出 ます 。 


開 脚 し ゃ が み 


太もも の 曲線 が 
前 面 に 出 ます 。 


筋 内 の スジ が 
出 ます 。 
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_ 旬 座 っ て ヒザ を 立て る ポー ズ 


ふく ら は ぎの 作画 | と まわ りや ふく ら は ぎの 内 感 表 現 を 見 て み ま し ょ う 。 
(ふくらはぎ を 強調 する 表現 
っ 


足 先 に 力 が 入っ て いる 
こと で 骨 が 浮き 出し 、 

ふく ら は ぎ 部 分 が ハッ 
キリ 現れ て いま す 。 


ヒザ を 上 げ る 前 の ポー ズ 。 
寄り か か っ て いま す 。 


太もも が 前 に 出 て 
いる の で 、 つ け 根 
部 分 に シワ が で き 
て いま す 。 


アン ズー ノン ヒザ を 立て る に つれ て 、 
< アー ふく ら は ぎ が つぶ れ て 
ふく ら み が 出 て きま す 。 
つけ 根 の シワ の 曲線 / 
で 、 太 も も の 曲面 と 
| 立体 感 が 生ま れ ます 。 


| 脚 で 見 えな く な る 有価 
MA の 作画 も 重要 で す 。 


スネ の 骨 の 脇 に 
くぼみ が で きま ルル ーー ニー 
すす » な 


# 

/ 床 に べったり つい て い 

で る の で 、 太 も も が 太く 
の 点 く らん で いま す 。 


/ } 
Nai. < 


太もも に ふく ら は ぎー ノル 3 \ AN 3 

が 強く 押し つけ られ  〆/ < | 座 面 、 ヒ ザ 、 足 首 、 足 

て いま す 。 の 位置 を 決め な が ら デ 
0 ッ サ ン し ます 。 


スネ の 骨 が は っ bi 


きり 現れ ます 。 ANNS 
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スネ の 骨 の 脇 に で きる カゲ は 肉感 を 
与え ます が 、 同 時 に 「 た くま し い 」 
印象 を 与え る こと も あり ます 。 

カゲ を 省略 し て ふく ら は ぎの 曲線 だ 
け に する と 、 シ ンプ ル な 脚 線 が 生ま 
れ ま す 。 キ ャ ラ の し な や か が さや 、 優 
し い 印 象 に し た い 時 に 有効 で す 。 


ふく ら は ぎの シン プル 表現 
(ふく | 


@ 大 も も に ふく ら は ぎ が 
つい て いる 場合 \W 


| ぶ ふくらはぎ は 太もも に 押 
上 | し つけ られ る こと で 、 通 
胸 | 常 より も ふく ら み ます 。 
| 
| 


| @ 太もも に ふく ら は ぎ が ーー MM コ 
| つい て いな い 場 合 I グ # \f< 
| 


同 
中 | Po 1 
| ほん の ちょ っ と だ け ん 
oe ヒザ を 上 げ る と 、 美 「/ 、 
| し い 脚 線 が 演出 され \ 
右 | ます 。 


トー 人 ーー ペ ー イ ? め 要 に 応じ て ヒザ ! 
S の 骨 の 線 も 省略 し 
まし ょ う 。 


ほっ そり し た ふく ら は ぎの 
ライ ン は 、 ス リム な キャ ラ 
を イメ ー ジ させ ます 。 


ヒザ の 骨 の 浮き 出し を 
描き 込ん だ 場合 。 Le 


ヒザ の 骨 か ら 続 く 膝 

の ラジ お 尻 の 位置 を と りな が ら 
ヒザ 、 脚 線 を デッサン し 
ます 。 
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ポー ズ 別 に 足 の 表情 を 見 て みよ う 


メル メメ エメ エエ メ エ ナミ エメ エナ メメ エト エミ エエ メ ミエ ミオ ミエ ミミ オメ ミミ ミミ ナミ エメ エエ エミ ャ エミ ミミ エエ ミミ エド ャ ミエ ミエ エミ ナナ ミミ ミミ ミミ ミミ ドミ ドミ ミト ミミ エエ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミト オ ミミ ミミ ミミ ミス ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ トミ ミオ ミミ ミミ ミミ ミミ ミエ ミミ ミミ ミミ ミミ トミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ エメ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ メド ミミ エミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミィ] 


頭 右側 、 左 側 で 変わ り ま す 。 形 の 特徴 を 学び まし ょ う 。 
ー 足 の 束 則 | 
¥ くる ぶし 
胸 
部 CN が 1 
に 通 前 足 底 
本 | em デン ご デ ーー cm 内 側 の くる ぶ 
朋 し の 位置 は 高 
いで す 。 
腕 イイ ey 
| \ 前 半分 と 後ろ 半 
NE 1 分 を 大 小 の 〇 で 
* カカ ト と ら え まし ょ う 。 
脇 3 * 
| 前 足 底 : 土踏まず 。 わ ず か に カカ ト は 脚 の ライ ン 小指 側 は 弓なり 
(ぜん そく て い ) 地面 か ら 浮き ます 。 より も 後ろ に 飛び 出 で す 。 
時 し て いま す 。 
つま 先立ち は この あたり か ら |! 指 の つけ 根 を _ Re 
ーー | 先 で 立ち お まず *% 曲線 で 取り ま コ 
。 し よ つら \ も / 
ー | 土踏まず が あ る 側 。 > 。 ガ 
| ふく らん で いま す 。 幅 が 広い と 男性 
胸 小指 側 の くる ぶし の 位置 、 。 プア 1 的 に な り ます 。 
部 親指 側 より も 下 で す 。 外側 の くる 
ぶし の 位置 0 
a は 低い で す 。 地面 に ぺ っ た り 
ン 呈 ニ つく 側 。 波 線 状 
腹 で す 。 
部 この へ ん が 土 \ ER MS Nt 
踏ま すず の 位置 』 脚 が つい て いる 
| 位置 の 目安 
背 あの ノノ w カカ ト 部 分 
H』 | 小指 の 位置 は 親指 べったり 地面 に つき ます 。 
より も 後ろ で す 。 
夏 
部 | くる ぶし 
の 位置 
股 
間 | 
肌 ! 
3 
# アタ リ 、 デ ッ サ ン の 
WW 段階 で 、 く る ぶし の 
a 位置 は 足首 や カカ ト 
N) 9 の 目安 に な り ま す 。 
くる ぶし を 描き 込む 時 は 、 2 
内 側が 高く な っ て いる の に 
で 、 八 の 字 状 に アタ リ を ーー 完成 段階 で の 省略 JUN > 
と り ま す 。 a は OK で す 。 2 


いろ いろ な ポー ズ の 足 
うつ ぶせ ポー ズ の 中 ) 


大 づか みな 形 を と っ て 描き まし ょ う 。 


片 定 で も う 一 方 の 


脚 を 伸ばす 


側面 部 を と ら え て 
描 を まし ょ う 。 


| < \ ; 

カカ ト の 線 や 指 の つけ 根 な ど 、 wm グ 長 
と ら え や すい 形 を と りな が ら ーー 
デッサン し ます 。 - 
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@ 脚 を 組む つま 先 や カカ ト 、 足 首 を と ら え る アタ リ の 線 に 注目 し まし ょ う 。 


正面 側 (ナナ メ 向 き ) 


裏面 を 決め る 


U ト 
/ W ライ ン 
AN 


9 


単純 化し て デッサン 。 直 線 を 主 
体 に 用 いて 形 を と っ て いま す 。 
見 え 方 に 応じ て 、 と ら え や すい 
よう に 形 を と り ま し ょ う 。 


中 | 器 宇 | 者 | 軍 | 陸 ・ 守 | 墨 ・ 滞 | 展 寺 | 民 器 | 


ナナ メ 後 ろ ・ や や 


| 暴 王 本 | 器 王 | 革 避 


民 宮 


つま 先 の シル エッ ト を 
曲線 で と り ま す 。 
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(座っ た ポー ズ の 足 ) 
1 


両足 を クロ ス し て | 1 
座る 


Eo 


へ 


指 の つけ 根 や アシ 先 の 位置 だ け で な く 、 同 時 N_ 
に 指 の つけ 根 の 厚み も と ら え て 描き ます 。 


手 と 足 は ほぼ 同じ 
大 き さ で す 。 


美しい 甲 の 曲線 が 
現れ ます 。 


MM 8 
こ 、 っ 


指 の つけ 根 を と ら え ます 。 
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足 を 投げ 出す 


少し 前 に 倒 
し た 場合 


角形 に アタ リ を と っ て 
デッサン し て いま す 。 


へ - へ カカ ト は 足首 より 後ろ に 突き 出し 
ae て いる も の な の で 、 足首 か ら の ラ 


イン を ナナ メ に と っ て いま す 。 
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し ヒザ 立ち ポー ズ の 中 ) 


足 と 脚 の つ な 
ぎ 目 を と ら え 
ます 。 


や や ナナ メ 向 き 


足 の 指 を 開い た 場合 。 自 然 
な 状態 で は に うな っ て いる 
こと が 多い で す が 、 作 画 で 
は そろ えて 描き まし ょ う 。 


カカ ト を 離し た 場合 


上 下 に 離し た 場合 
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座っ た ポー ズ ・ 後 ろ 姿 の 足 


カカ ト に お 尻 を 乗せ る 


ゆる や か な 
曲線 状 


くる ぶし の 


W の 字 状 の 起伏 アタ リ は 直線 的 に アタ リ 


と ら え まし ょ う 。 


/ 中 "人 い 
| 


ーー を W の 宇 状 の 起伏 
に な り ま す 。。 


足 の 裏 が まっ す 
ぐ こ ち ら を 向い 
た 状態 で す 。 


指 の つけ 根 を と ら え まし ょ う 。 
158 


立ち ポー ズ の 足 ) 


足 の 甲 の ライ ン を と っ て 


か ら 指 を 描き 込み ます 。 


平ら に と っ て 、 カ カト 
の 丸 さ を つけ ます 。 


足 底 を と ら え ます 。 


隣 か ら 見 下ろ し た 
足もと 


脚 と 足 と の 境 を と ら きき 
| える アタ リ 線 で す 。 


つま 先 部 分 の アタ リ を 
丸く と っ て いま す 。 


ーー 、 
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両足 を 上 げ る 


し 足 上 げ ポ ー ズ ) 


美しい 山 型 の 

シル エッ ト が 

出る 角度 で す 。 
指 の アタ リ を つけ 根 
と ほぼ 平行 に と っ て 
描い て いま す 。 


土踏まず 脇 の 曲 線 。 masees 
の 変化 を 4 見 て み ま ーー 
し ょ う 。 


本 


ほぼ 正面 を 
向い た 両足 


グラ ビア アイ ドル 気分 の ポー ズ 


ちょ っ ぴり 7 
大 胆 に NN 


お 尻 を ア ビ ピール 。 
くびれ も 見 て ね 


168 


恥ず か し い 


ーー 
1 


C バ > ィ SS し ーー ビ ーー ン 8 1 | 


eerieeoemetin ction em 


1 
中 
M 
図 
粗 


ます 


テー マ カゲ で 肉感 を アビ ー ル 


右上 、 や や 後ろ の 方 か ら 
強い 光 を 浴び て ます 。 
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左上 か ら 光 を 浴び て 
いま す 。 


顔 ア ッ プ の 場合 。 


床 の カ ゲ は 省略 OK。 キャ ラ の 肉感 表現 が 
テー マ だ か ら で す 。 こ れ が 、「 肉 感 的 な キ 
ャ ラ の いる 画面 づく り ] が テー マ に な る と 、 
床 に カゲ が 入っ た 方 が 効果 的 に な り ま す 。 


165 


を アビ ー ル 


ポー ズ で お 所 


= 
に 


es = "で ン 


髪の毛 と 水着 に グレ ー を 入れ ます 。 


タッ チ で カゲ な ど を 
描き 込み ます 。 


ラフ イメ ー ジ 
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体 と 床 に カゲ を 入れ 、 頭 部 の りん か くも 
少し 細く する 処理 を し て 完成 させ ます 。 


Ga RES 
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寝 ボ ー ズ で バス ト を アピール 


ラフ イメ ー ジ 。 

| ポー ズ イ メ ー ジ は 「 あ く び 」。 

| 場所 は 「 ベ ッ ド の 上 」。 

顔 、 表 情 を 見 せる と 同時 に バス トラ イン 
| を アビ ピール し た い の で 、 頭 部 側 か ら の 構 
図 に し まし た 。 


下 描き 。 こ の あと ペン 入れ 、 
トー ン 処 理 を し て 完成 させ ま 
す 。 必 要 に 応じ て 原稿 の 向き 
を 変え な が ら 描 きま し ょ う 。 
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ふた り で 肉感 を アビ ー ル 


いろ いろ な 習作 


肉体 の 立体 感 を アピ ー ル する 試行 錯誤 
の 中 か ら 、「 上 ふたり で 肉感 を アピ ー ル 」 
は 生ま れ て きま し た 。 
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完成 。 鉛 筆 の タッ チ で カゲ や 「 色 」、 
質感 な ど を 表現 し て いま す 。 
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奥 : サブ キャ ラ 


17 ら 


テー マ セク シー キャ ラ 


初期 の ラフ イメ ー ジ 


コン セプト … キ ャ ラ を アピ ー ル する と 同時 に 、 ボ ディ の 
立体 感 を 強調 する も の 。 

アオ リ の 構図 に ひね り の ポー ズ は 、 ボ ディ の 立体 感動 
き の 両 方 を 演出 で きる の で 、 キ ャ ラ を アピ ー ル する に は 
最強 の 手法 で す 。 後 ろ 向 き で 振り 向く ポー ズ も アオ リ に 
し て 、 キ ャ ラ の ダブ ルイ ン パ クト 効果 を 狙い ます 。 


手前 : メイ ン キ ャ ラ 
(バー ジョ ン 1) 


キャ ラ の デザ イン や ポー ズ を 検討 し ます 


メイ ン キ ャ ラ 
バー ジョ ン ら 


バー ジョ ン 3 

髪 飾り を つけ 、 髪 の 毛 も 
フエ きき ミニ ジ な イメ ダメージ に 
し 、 下 半身 も や や 強調 気 
味 に 試作 し た も の 。 


サブ キャ ラ バー ジョ 
ン ら 。 奥 に お か れる キ 
ャ ラ な の で 、 お 尻 を 大 
きめ に 強調 し ます 。 


/ 


キャ ラ を 配置 し て 検討 し ます 。 


サブ キヤ ラ ::: パ バー ジョ ン 2。 
も の に な り ま し た 。 


最終 決定 稿 。 サブキャラ は も っ と グラ マラ ス 
メイ ン キ ャ ラ … バ ー ジ ョ ン 3。 な タイ プ に 変更 。 メ イン キャ ラ は バー ジョ ン 
1 (初期 イメ ー ジ ) を ベー ス に アレ ンジ し た 
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彩色 し 、 キ ャ ラ を 配置 し て 完成 させ ます 


メイ ン キ ャ ラ 
デザ イン 決定 


サブ キャ ラ の デザ イン 決定 。 

実は 足 先 まで 描か れ て いま す 。 ア オリ 
と 遠近 効果 を 意識 し て 、 手 前 の 足 や お 
尻 を 大 きめ に 強調 し て 描き ます 。 
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グ い 


a 
i 
RS 


最終 的 な 完成 形 。 
※ グレ ー 化 に あたり 、 コ ント ラス ト を 少し 上 げ て いま す 。 
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セク シー な キャ ラ を 描き た い !! 


ふつ う の 女 の コキ ャ ラ を 
セク シー キャ ラ へ と 変身 させ る た め に は 
「 磨 く 」 と いう 努力 が 大 切 で す 。 


日 ご ろ 気 に か け て いな いと ころ に も 
目 を 配る 、 ケ ア ( 描 き 込む ) を する 。 
そん な ちょ っ と し た 「 磨 く 」 努 力 こ そ 


全身 の シル エッ ト を 磨く (第 1 章 ) 
腕 や 肢 、 肩 や ヒジ な どの パー ツ を 磨く (第 2 章 ) 
ポー ズ や 表情 の 描き 分 け を 磨く (第 3 剖 ) 


本 書 で は 、 ふ つう を セク シー に 変え る 
3 つの 「 磨 く 」 を 学び まし ょ う 。 


「 セ クシ ー に な り た い !!」 と いう の は 
誰 も が 思う 永遠 の テー マ で す 。 


今回 の 「 マ ン ガ の 基礎 デッサン 」 で は 
女のコ の セク シー に の み 、 焦 点 を 当て て いま す が 
本 書 を 読め ば 、 老 若 男女 問わ ず 
本 当 の 「 セ クシ ー」 が 見 えて くる は ず で す 。 


= と の こ 


それ は 皆さん の 表現 力 を 
高め て くれ る こと で し ょ う 。 


